
 

新庁舎整備に向けた検討状況について 

 

 

１．アクセシビリティ整備の手引きについて 

 ⑴ 区民意見の手引き（素案）への反映 

  ①11月 7日～19日に区内６か所でのオープンハウスでのアンケート 212名 

  ②11月 6日～26日のあいだに電子申請フォームでいただいたご意見  12名 

  ③11月 9日,16日の両日に区内障害者団体を対象に実施した手引き（素案）報告会の場で

いただいたご意見 21件 

  上記の合計のべ 371件の意見を踏まえて素案の内容を改訂し、手引きを完成した。 

   手引きへの反映項目  別紙１参照 

   手引き（冊子）    別紙２参照 

 

 ⑵ 手引きの今後の活用 

  新庁舎の設計に際する指針として活用するほか、区ホームページ等にて公開する。 

 

 

 

２．新庁舎の建物概要について 

  令和５年１月に「品川区新庁舎整備基本計画」を策定し、今年度から新庁舎の基本性能を

具体化する基本設計に着手している。別紙３のとおり、建物概要を取りまとめた。 

 

行財政改革特別委員会資料 

令 和 ６ 年 １ 月 ２ ３ 日 

総 務 部 新 庁 舎 整 備 課 
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アクセシビリティ整備の手引きへの反映事項 

 

 品川区新総合庁舎アクセシビリティ整備の手引き（素案）の内容について、オープンハウ

スや電子申請フォームによりいただいたご意見等を受けて、以下のように反映した。 

ページ・項目 手引き（素案）での表現 手引きでの表現 

目次、p.20タイトル 10 カームダウン、クールダウンルー

ム 

10カームダウンルーム 

p.1 

2) アクセシビリティに

ついて 

品川区の新庁舎では、計画段階で多様

な方にご意見をうかがい、手引きを策

定し、それをもとに設計に活かすこと

で、アクセシビリティの高い施設を実

現していきます。 

 品川区では、計画段階で多様な

属性や背景を持った方々に幅広く

ご意見をうかがい、施設計画に活

かすことで、気持ちよく、円滑に、

日常的に、利用することができる

＝アクセシビリティの高い新庁舎

を実現していきます。 

p.2 3) 3)手引き策定にあたっての考え方 

 (項目名の変更) 

3)多様な意見を集めお互いを考え

る 

p.2 

3)多様な意見を集めお互

いを考える 

・ 多様なご意見をうかがい、多くの

気づきを反映させる 

手引きを策定する上では、新庁舎につ

いての多様な使い方を想定する必要

があります。既存の法令や各種整備基

準を踏まえながらも、 様々 なご意見

をうかがい、相互の調整を図っていく

ことでより多くの気づきを反映させ

た施設づくりを実現します。 

・ 施設の具体的な使い方を想定し、 

理解することが、 アクセシビリティ

を  高める 

設計に際して個別多様なご意見を反

映するにあたっては、 施設が利用 さ

れる場面を具体的に想定し理解する

ことで、 より実態に合った、利用しや

すい庁舎を整備できるものと考えま

す。 

 アクセシビリティの高い施設計

画のために、より多くの方々や多

様な団体のみなさんと意見を交わ

し、お互いを尊重しあいながら結

果をとりまとめ記録することで、

より多くの気づきを反映させたプ

ロセスを重ねた施設整備のデザイ

ンを実現することができるものと

考えます。 

 そのような結果とプロセスが、

今後の品川区新総合庁舎の施設整

備における重要な引証となりま

す。 

 ・ お互いの立場に立って考える 

 手引きを策定する上では、「バリ

アフリー法」や「東京都福祉のまち

づくり条例」などの既存の法令や

各種整備基準を踏まえながらも、 

多様な属性や背景を持った方々の

立場に立って考え、人間の個別多

様な特性に対する深い知識と相手

への想像力を持つことが、アクセ

別紙１ 
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シビリティの高い施設デザインに

は不可欠です。 

 ・ 個別多様の特性をよく理解し、 

アクセスを阻む障壁を低くする 

 施設計画にあたっては個別多様

なニーズへの対応が求められます

が、すべての方々に完璧に対応す

ることは難しくとも、アクセスの

障壁を出来る限り無くし、気持ち

よく利用していただく施設とし

て、何ができるかという検討を重

ねていくことが重要と考えます。  

p.3～5 

手引き策定の経緯 

 策定に至るまでの取組みについて

新たに加筆 

p.6 

整備の基準 

＜エリア分けによる基準

の設定＞ 

そのため、新庁舎並びにその敷地内を 

「屋内エリア」 と 「屋外エリア」 に

分け、「屋外エリア」 はより不特定多

数の多様な方が訪れることを想定し、 

最も高い基準を設定します。 

 

 

 

 また、 「屋内エリア」 の中でも比

較的高い水準が必要と考えられる箇

所については、 特に ＜来庁者エリア

＞と位置付け、 屋内のその他の箇所

よりも高い基準を設定します。 

 

 

 また、屋内エリアと屋外エリアに共

通して適用する基準を「全エリア共

通」 として設定します。 

 そのため、 新庁舎ならびにその

敷地内を 「庁舎内エリア」と「屋

外エリア」に分け、大井町駅周辺広

町地区と接続する歩行者ネットワ

ークである「屋外エリア」はより不

特定多数の多様な方が訪れること

を想定し、標準的な基準よりもよ

り高い基準を設定します。 

 また、「庁舎内エリア」の中でも

比較的高い水準が必要と考えられ

る箇所については、特に＜来庁者

エリア＞と位置付け、＜職員エリ

ア＞についても職員の障害や個別

の特性を考慮した基準を設定しま

す。 

 また、庁舎内エリアと屋外エリ

アに共通して適用する基準を「全

エリア共通」として設定します。 
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p.6~p.26 

 

エリア名表記

の変更 

p.7 

01通路 

庁舎内エリア＜職員エリア＞  

（新たに追加） （移動等円滑化経路等を構成する

廊下等は 140㎝以上） 

p.8 

02傾斜路（スロープ） 

 

勾配の変更、その他の

イラスト修正 

（勾配 1/12以下 

→勾配 1/15以下) 

p.8 

02傾斜路（スロープ） 

庁舎内エリア 

勾配 1/12以下 勾配 1/15以下 

p.11 

05エレベーター 

「車いす使用者対応 

制御装置」の追記 

緊急通報用ボタン付

きインターホンの説

明追加、その他のイラ

スト修正 

p.12 

05エレベーター 

かごの幅 140㎝以上の 

イラストおよび説明 

（削除） 

p.13 

06扉 

全エリア共通 

（新たに追加） ・ドアハンドルは、高齢者や障害者

に操作性の良いものを選択する。 

手動式引き戸では棒状のもの、開き

戸では大きく操作性の良いレバー

ハンドル式 

又はパニックバー形式等のものと

する。なお、握り玉は使いにくいた

め使用を避ける。 

p.14 

07車いす使用者駐車場 

（新たに追加） ※車いす使用者駐車場を利用して

いただくため、運用、管理の点から

適正な利用を促すよう検討する。 
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p.15 

08トイレ 

入り口付近の音声案内

について記載、その他の

イラスト修正 

p.16 

08-1一般トイレ 

イラスト説明文の 

変更 

（旧：半身不随の方

に配慮し、一部の手

すりは左右反転する

→新：利き手に配慮

し、一部の手すりは

左右反転する） 

p.16 

08-1一般トイレ 

（新たに追加） ※ブース内には、誰にでも使いやす

い高さに荷物用のフックを設ける。 

p.17 

08-2個室トイレ 

トイレ出入口扉幅の 

変更（65cm→80cm） 

p.17 

08-2個室トイレ 

 

（新たに追加） LGBTQの方々への配慮 

・個室トイレの利用者は性別属性

を限定しない。 

・個室トイレへの、性的属性を別け

た表現としない。 

・職員エリアの更衣室やシャワー

室・休憩室などは、性別を限定せず

に使用することもできるよう検討

する。 
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p.17 

08-2個室トイレ 

庁舎内エリア 

（新たに追加） 

 

出入口 扉 65cm以上 

各階に 1 箇所以上は個室トイレを

設ける。 

出入口 扉 80cm以上 

p.18 

08-3バリアフリートイレ 

自動ドア・カーテン 

設置 

跳ね上げ式手すりに

ついての基準を追記 

p.18 

08-3バリアフリートイレ 

※半身不随の方に配慮するため、同

階に複数室設ける場合は左右反転し

たレイアウトを用意する。 

※大型介助ベッドを設ける場合は、 

出入口をふさがないよう留意する。  

 

※確保できる室面積に応じて、設置

する機能を適切に選択する。 

 

 

※移乗のための天井吊りリフターの

設置されたブースを施設内に 1 か所

設けることを検討する。 

※利き手に配慮するため、同階に複

数室設ける場合は左右反転したレ

イアウトを用意する。 

※簡易式介護ベッドを設ける場合

は、出入口をふさがないよう留意す

る。 

※簡易式介護ベッドの高さは 42 

㎝～45㎝の中で設定する。 

※確保できる室面積に応じて、設置

する機能を適切に選択する。 

※移乗のための天井走行リフトの

設置されたブースを施設内に 1 か

所設けることを検討する。 

p.19 

09ベビーケアルーム 

 

・授乳のためのスペースの構成・設備

配置などは、哺乳びんによる授乳時

にも性別に関わらず利用できるよ

う、配慮されたものとします。 

・授乳のためのスペースは、多胎児

の親子の利用や性別に関わらず利

用できるよう、運用方法を検討しま

す。 

p.19 

09ベビーケアルーム 

イラスト修正 
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p.20 

10カームダウンルーム 

ブース型の例

を反転 

個室型の例を

断面パースに

変更 

p.20 

10カームダウンルーム 

全エリア共通 

 

 

・ 調光性、遮音性を確保する。 

・ 壁は吸音性をもった柔らかい素材

とする。（衝突への緩衝機能を備える

こと） 

・ 照明は照度調整、配光機能を備え

る。 

・ 防犯（施錠、緊急連絡ブザーなど） 

に十分に備える。 

・同伴者・介助者も一緒に入れるス

ペースを確保する 

・ 調光性、遮音性を確保する。 

・ 壁は吸音性をもった柔らかい素

材とする。（衝突への緩衝機能を備

えること） 

・ 照明は照度調整、配光機能を備

える。 

・ 防犯（施錠、緊急連絡ブザーな

ど） に十分に備える。 

・ 難聴の方の窓口対応や、集中し

た会話が必要な場合の利用も想定

し整備する。 
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p.21 

11窓口カウンター 

 

表示設備の音声

案内について記

載 

図内にハイカウ

ンターとローカ

ウンターの高さ

記載 

その他イラスト 

修正 

p.21 

11窓口カウンター 

来庁者エリア 

（新たに追加） ・個室相談ブースには内装に吸音

材を施し、外部からの音、視線を制

御することで、難聴の方の会話、手

話での会話の必要な方の窓口対応

にも可能な仕様とする。 

p.23 

13表示（点字・サイン計

画） 

サインについての説

明を変更、 

その他イラスト修正  

 

p.23 

13表示（点字・サイン計

画） 

全エリア共通 

（新たに追加） 

 

 

 

 

・外国人の方が多く利用すると想

定されるエリアについては、必要に

応じて外国語併記とし、かつ全国的

に標準化されている JIS規格のピク

トグラム（絵文字）を基本とする。 
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p.24 

14視覚障害者誘導用ブロ

ック 

出入口の音声案内に

ついて記載 

車寄せ、タクシー乗

降場に加え「隣地な

どの移動津円滑化経

路」を加筆 

その他イラスト修正 

p.24 

14視覚障害者誘導用ブロ

ック 

庁舎内エリア 

（新たに追加） 

 

・入口階と障害者・福祉対応等の窓

口のある階が異なる場合、その階の

エレベーター乗り場から障害者・福

祉対応窓口カウンターへ至る経路

に、視覚障害者誘導用ブロックを設

ける。 

p.24 

14視覚障害者誘導用ブロ

ック 

庁舎内エリア 

（新たに追加） 

 

※ユニバーサルサービス施設：高齢

者・福祉対応等の窓口、トイレ、エ

レベーター、ベビーケアルーム、カ

ームダウンルーム等 

p.25 

15緊急時対応 

全エリア共通 

①緊急避難 緊急避難経路の役目を

果たす通路には、必要に応じて、補助

を必要とする人が介助者を 待つこ

とのできる一時退避スペースを設け

る。 

 

 

 

①緊急避難 緊急避難経路の役目

を果たす通路には、必要に応じて、

補助を必要とする人が介助者を 待

つことのできる一時退避スペース

を設ける。 

車いす使用者の避難ルートとなる

階段には、車いす用の避難補助器具

の設置を検討する。 

p.25 

15緊急時対応 

イラスト修正 

 



別紙２
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【用語解説】 

あ行 

●ISO 

国際標準化機構 （International Organization for Standardization）の機関名の

通称、又はその国際標準化機構が発行する規格のこと。 

●FL 

フロアレベル（Floor level）、すなわち階の床の高さのこと。 

●オストメイト 

様々な病気や障害などが原因で、ストーマ（人工肛門・人工膀胱）と呼ばれる便や尿の出口

を手術により腹部に取り付けている人のこと。 

か行 

●輝度比 

 2 つの物体における輝度（対象の物体からある点に向かう光の量）の比、すなわちコントラ

ストのこと。 

●くし（エスカレーター） 

エスカレーターのステップへの乗り降り時の巻き込みやつまずきを防ぐため、ステップに接

する床面（ランディングプレート）部分に設けたくし状の部材のこと。 

●クリアランス 

余裕や遊び部分として設計される隙間のこと。 

●蹴上 

階段の一段の高さのこと。 

●蹴込み 

階段踏面の有効部分から奥の部分、上段の踏み板先端から奥の部分。手引き内図示 

さ行 

●彩度 

色の三属性の一つで、色の鮮やかさの尺度のこと。 

●サニタリーボックス 

使用済みの生理用品などを廃棄するトイレ用のゴミ箱のこと。 

●色相 

色の三属性の一つで、色あいのこと。 

●JIS 基準 

日本の国家標準の一つである日本産業規格（JIS＝Japanese Industrial Standards）

のこと。 

●照度 

物体の表面を照らす光の明るさを表す物理量のこと。 

●触知図 

触れることで空間を認識できる、表面に凹凸がある地図のこと。 

●ステップ（エスカレーター） 

エスカレーターの踏み段のこと。 

●ストロボ警報システム 

フラッシュライトの点滅により、異常を視覚的に伝えるシステムのこと。 

●ストレッチャー 

傷病者を載せて運搬する器具のこと。担架。 

●ゼブラゾーン 

斜めの白線を白い枠線で囲んでいる区画線、道路面標示のこと。 
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た行 

●段鼻 

 階段の踏み板の先端部分のこと。 

●チェンジングボード・フィッティングボード 

着替えを行う際に靴を脱いで上がる板のこと。 

●デジタルサイネージ 

液晶モニターなどを用いたデジタル方式により、各種の情報を表示・伝達するシステム。 

●ディスプレイ（エレベーター） 

エレベーター内で情報を伝えるモニターのこと。 

●出隅壁 

二つの壁が出会う出っ張り部分（角）のこと。 

な行 

●握り玉 

ドアノブの形状の一つで、円筒状の持ち手をひねって開け閉めするタイプのこと。 

は行 

●バリアフリー 

〔「障壁のない」の意〕建築設計において、段差や仕切りをなくすなど高齢者や障害者に配

慮をすること。 

●バックヤード 

通常の利用者が立ち入らない場所のこと。この手引きでは来庁者が立ち入らない場所のこ

とを指す。 

●パニックバー形式 

扉を施錠するハンドル形式の一つ。非常時の円滑な避難のため、内側からハンドルバーを

押すだけで扉を開けることができる。 

●ピクトグラム 

何らかの情報や注意を示すために表示される「視覚記号（マーク）」のことで、文字表現の代

わりに視覚的な図で表現することで、言語の違いによる制約を受けずに情報の伝達を行な

う事ができるもの。 

●風除室 

外からの冷気や熱気の流入を防ぐために建物の入り口に設ける小部屋のこと。 

●踏面 

階段の踏み板、またはその奥行きのこと。 

●フラッシュライト 

閃光を発する装置のこと。 

●平面図 

 建物の配置、レイアウトを上から見た図面のこと。 

●歩行者ネットワーク 

歩行者の移動上の安全性・利便性向上のための経路のこと。 

ま行 

●マンセル表色系 

色相、明度、彩度の 3 つの属性の段階で色を表す表色系のこと。 

●明度 

色の三属性の１つで、色の明るさのこと。 

●面取り 

（この手引きでは）壁面などの出隅部がなるべく鈍角になるよう計画すること。 

2



や行 

●ユニバーサルデザイン 

文化・言語・国籍の違い、老若男女といった差異、障害・能力の如何を問わずに利用するこ

とができる施設・製品・情報の設計（デザイン）のこと。 

ら行 

●ランディングプレート 

エスカレーターのステップに乗る直前または降りる直後に設けた、踏み台状の部分のこと。 

●レバーハンドル式 

ドアノブの形状の一つで、棒状の持ち手を押し下げて開け閉めするタイプのこと。 

●ローカウンター/ハイカウンター 

ローカウンターとは、椅子などに腰掛けて使用するカウンターのことで、比較的長時間の相

談対応などに適している。一方ハイカウンターとは、立ったまま対応するカウンターのこと

であり、比較的短時間の受付業務などに適している。 

3



素案作成までにいただいたご意見一覧 

意 見 聴 取 期 間 ： 令和５年９月～１０月 

ご意見をいただいた方々 ： ・品川区障害者７団体 

・ＮＰＯ法人ＬＧＢＴの家族と友人をつなぐ会 

・認定ＮＰＯ法人ＲｅＢｉｔ 

・品川区役所第三庁舎内オアシスルーム(生活支援一時保育)  

ご利用の皆さん 

・令和５年度品川区インターンシップ生の皆さん 

素案における該当項目別 ご意見数の内訳

素案における該当項目 ご意見の件数 

「０1 通路」に関するもの ６ 

「０2 傾斜路（スロープ）」に関するもの 1 

「０3 階段」に関するもの ９ 

「０５ エレベーター」に関するもの 1７ 

「０６ 扉」に関するもの 3 

「０７ 車いす使用者駐車場」に関するもの 2 

「０８ トイレ」に関するもの ８６ 

「０９ ベビーケアルーム」に関するもの 1９ 

「1０ カームダウン、クールダウンルーム」に関するもの ４ 

「11 窓口カウンター」に関するもの 22 

「13 表示（点字・サイン計画）」に関するもの 1４ 

「1４ 視覚障害者用誘導ブロック」に関するもの ８ 

「1５ 緊急時対応」に関するもの ７ 

計 1９８件 

その他のご意見 ８1 件 

※お寄せいただいたご意見のうち、複数の項目に該当するものは分割してそれぞれの項目に 

計上しています。 
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

1 床面の表示で行先案内をする場合は、色分けについて配慮いただきたい。

2 廊下について、災害時の一時避難を想定すると、広ければ広いほどよい。

3
区内の公共施設の廊下では車いすがすれ違うには幅員が狭すぎてぶつかるようなつ
くりになっている。

４ 段差をなくし、転倒しにくい素材を使ってほしい。

５ 区役所内の移動を現在の庁舎より楽に行えるようにしてほしい。

６ 現在の庁舎は廊下など狭い部分が多いため不便。

７ 自転車等が押して上がれないような急な坂を作らないでほしい。
敷地内の傾斜路は安全かつ
円滑に通行できるように配
慮します。

０２
傾斜路（スロープ）

８ 段鼻と踏面の明度・色相・彩度の差を大きくすること。

９
各階の手すり端部に点字で回数を表示していただきたい。その場合たどり着いたその
階が何階かを表してあることが望ましい。

1０
階段の踏み面幅は広すぎると歩きにくい。1歩の歩幅程度の必要最小限の踏面幅とし
ていただきたい。

11 新庁舎の職員エリアの階段は急すぎではないか？

12 現在の庁舎は階段の角度が急。

13 現在の庁舎は階段が急。

1４ 第二庁舎の階段がきつい。

1５ 現在の庁舎の階段が急で怖い。

1６ 現在の庁舎の階段の段差が高い。

０１
通路

利用者の転落防止、昇降の
しやすさに配慮します。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすい階段となる
よう配慮します。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすい通路となる
よう配慮します。

０３
階段
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

1７ かご内には階表示に加えて緊急時の説明表示・案内をしてほしい。

1８
緊急時、インターホンを使えない場合にカメラとモニターで映像により外部とコミュニ
ケーションを取れる設備を設けてほしい。

1９
点字表示や誘導表示または、聴覚障がい者のためのエレベーター内案内モニターの設
置。

2０
非常時、外部とのコミュニケーションは通話だけではなく、カメラで状況を確認したり、
文字で案内を行ったりといった視覚で確認できるような方法を取り入れてほしい。

21
操作ボタン、車いす使用者対応エレベーターでは低い位置にあるので操作しやすいが、
それ以外のエレベーターではボタンの位置が高すぎる。取り付け高さを検討のこと。

22
非接触型のエレベーターボタンが例示されているが、視覚障害者にとっては使えない
ため、接触型を廃止するのは絶対にやめてほしい。ボタン式で点字があるものを望む。

23 緊急時に最寄りの階へ停止するように計画のこと。

災害時にエレベーターが止
まってしまった場合、非常用
電源が作動し、最寄りの階
に停止します。

2４
現在の庁舎は、車寄せから２階のエレベーターに乗るルートを通っているが、なかなか
来ない上に、ルート上は暗くて雰囲気が悪い。

2５ 車いす優先エレベーターを設けると良いのではないか。

2６
エレベーターに車いすで入った場合、後ろ向きに出るときに扉の位置を認識しづらい
ので鏡を設けてほしい。

2７ エレベーターを、貨物と一般で分けることが望ましい。

2８ エレベーターが足りていない。（現在の庁舎）

2９ エレベーターの台数が少ない。（現在の庁舎）

3０ エレベーターはすぐに来るので問題ない。（現在の庁舎）

31 ベビーカーにとってエレベーターが狭い。（現在の庁舎）

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、ご利用者の方が使いや
すいエレベーターとなるよ
う配慮します。

エレベーターには車いす使
用者対応の操作盤を設置し
ます。
非接触式ボタンの設置は引
き続き検討します。

エレベーター内には鏡を設
置し、かごの大きさ、出入口
の幅員、乗降のしやすさな
どに配慮します。

０５
エレベーター
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

32 現在の庁舎はエレベーターが狭く、大きいベビーカーが入りにくい。

33 待ち時間が長い。（現在の庁舎）

3４
オートドアは停電の場合にも開放することはできるのか。豊町の図書館のトイレのドア
は回転式の手動ドアであるが使いやすい。すべて電動にする必要も無い。

3５ 車いすでの使い勝手を考慮して、居室の出入り口の扉は引き戸としてほしい。

3６
開き戸の場合車いすと干渉する場合があるため、扉をいっぱいに開けた場合に車いす
などが退避できるスペースを確保する必要がある。

3７ 現庁舎では車いす使用者用駐車場が少ない。

3８
期日前投票で車いすの方が大勢庁舎に来られる。現状第二庁舎で行われているので
駐車場から遠い。

3９
火災報知を音だけでなくフラッシュでも行う方針はありがたい。ブース内に設けずと
も、各トイレわかりやすい場所一か所に設ければよい。

４０ トイレのある場所を音で案内してほしい。

４1
トイレの入り口には音声アナウンス必要。女性の方はトイレの場所を周りの方に尋ねに
くいためアナウンスが欲しい。

４2
多目的トイレの中に音声案内が必要。視覚障害者は広い多目的トイレの中では迷子に
なってしまう。どこに何があるかわかるような案内音声。

４3
トイレ入り口や多目的トイレ内部の器具配置を知らせる人感センサーの音声案内が必
要。

４４
補助犬トイレ利用しやすい場所に配置されているとありがたい。絶対に必要というわ
けではないが、補助犬トイレが無い場合は一般的な多目的トイレに犬を入れて行う場合
がある。

４５ 手をかざして流すタイプは、視覚障害者には位置がわからず使いにくい。

４６
トイレの操作ボタンも非接触式、タッチパネル式ではわからないため、ボタンがわかる
ようにしてほしい。立ち上がった際に自動で流れる、ボタンで流すものを望む。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすい扉となるよ
う配慮します。

車いす使用者駐車場につい
ては利用しやすい位置に十
分なスペースを用意し、適
切な案内表示となるよう配
慮します。

０６
扉

０７
車いす使用者駐車場

エレベーター内には鏡を設
置し、かごの大きさ、出入口
の幅員、乗降のしやすさな
どに配慮します。

０５
エレベーター

０８
トイレ

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

４７
ウォシュレットなどボタンがありすぎてわかりにくい。ボタン数を減らし、点字表示を併
設してほしい。

４８ 流すレバーがの位置が奥まっていて操作できない事例があった。

４９
便器のふたが自動で上げ下げされるトイレはありがたいが、レバーや小さなボタンで
水洗を行うトイレは使いづらい。

５０
ベッドを出すと、車いすや介護者が入るスペースが無い場合があるため、実際の使い
方を踏まえた配置・空間確保が必要。

５1
座位保持機能付き車いすはストレッチャーのように大きく長いので、通常のエレベー
ターや車いす利用者用トイレでは利用できない。

５2
車いすでトイレに入り、ユニバーサルベッドを使用する場合に十分なスペースの確保が
必要。

５3 ベッド形状の姿勢保持型電動車いすが利用できる広いトイレスペース設置

５４ 多目的トイレにベッドがあると良い。（折り畳みベッド、長椅子のようなもの。）

５５ 横浜市体育館の多目的トイレは、便座の上部に吊り輪があり移乗に便利。

５６ 多目的トイレに天井走行リフトを取り入れてほしい。

５７
天井走行リフトのレールをL字型とすれば省スペースの計画が可能。また、便座の両脇
の手すり幅が稼働し調整できるものが良い。レールそのものが可動式であるタイプも
検討されたい。

５８
天井走行リフトは全てのフロアに必要でなく、区民利用が多く、分かりやすい場所にど
こか１箇所あれば良い。

５９
一般的な多目的トイレは、自力で移乗できない方のための場所がない。天井走行リフト
の設置を要望する。

バリアフリートイレは、誰も
が使いやすい十分な広さを
確保できるよう検討します。

０８
トイレ

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。

移乗用設備・天井走行リフト
については安全性・運用面
に十分配慮しながら設置を
検討します。
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

６０
障害のある人が男性用小便器を使用する際、受け口が高く使いづらい場合がある。小
便器の高さが色々あると良い。

６1
小便器のデザインの規格は無いのか？ 阪急のトイレは使いやすく飛び跳ねが少ない
ので良い。

６2 最近の便座は高さが高い。しかしあまり低いと立ち上がれない。

６3 第二庁舎のトイレ入口のドアは重く扱いづらい。

６４
扉は軽い力で開ける引き戸とすること。現在の第二庁舎のトイレは大変使いづらい。自
動で開くトイレは、逆に中が良く見えてしまうという問題もある。

６５
第２庁舎のトイレは過剰にスペースを取っており使いづらい。また引き戸が重すぎる。
一部に特殊なトイレを導入するのは結構だが、あくまで多くは一般的なトイレを使いや
すくしていただきたい。

６６
ブースにはバッグをかけるフックが必要。杖を掛けるフックを用意する等配慮いただき
たい。

６７
トイレに関しては、荷物置き場が無い場合が多い。ドアの荷物かけフックが高すぎて届
かない。必要なので利用できる高さにあるべき。

６８
トイレ個室内フックの高さが高すぎると使いづらい。フックが2段設置されるとよい。
杖をかける場所があるとなおよい

６９
従来の多目的トイレは機能が詰まりすぎていて使用中であることが多いので、機能は
分散されている方がいいと思う。

７０ 多様化と機能分散することが必要。

７1
施設のすべてのトイレが広い個室トイレである必要はなく、１か所のみでも設け、館内で
適切に案内されていると安心できる。

７2
機能を分散し、室外表示や館内案内板などのサインで、どこに何の機能が備わってい
るかわかりやすく表示されることが望ましい。

７3
ジェンダーに関わらず使えるトイレ。多機能トイレは個数が限られ優先順位もできてし
まうので、個室トイレが並んでいたほうがいい。

７４ フロアマップに色々な形式のトイレを表示することも良いのでは。

従来の多目的トイレの機能
を一般トイレに分散配置し、
通路幅にも一定の基準を設
け、多様な利用者が円滑に
利用できるよう配慮します。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。

個室トイレ、一般トイレのド
アは誰にとっても開けやす
い扉とし、バリアフリートイ
レの扉については、可能な
限り自動ドアとするよう、検
討します。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。

０８
トイレ
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

７５ 男女別トイレを望む方も多くいるので、男女別トイレも残すべきと考える。

７６ 車いす使用者でも使えるような一般トイレがあるといい。

７７
健常者が車いす使用者用トイレを使っていて、本来の使用主体である障害者が待つ場
合がある。

７８
手すりの付く位置は右勝手、左勝手両方がある方が良い。いずれにしてもトイレ内にス
ペースが必要。

７９
トイレの男性小便器に設置の姿勢保持手すり、横方向バーの高さを適切な範囲内で何
種類か設けることが望ましい。

８０
ユニバーサルデザインでは汎用的に誰でも使えるわけではないので、多様な方が色々
使えるトイレとしたほうが良い。「だれでもトイレ」では無い。赤ちゃんのおむつ替えなど
は一般トイレで行うように機能は特化した方が良い。

８1 建物の案内にどの階にどのようなトイレがあるかわかるトイレ案内があるとよい。

８2 オールジェンダートイレという呼称が良い。

８3 レインボーフラッグを使うことは問題ない。

８４ 異性の介護者同伴で入れる、十分に広さのとれた個室のバリアフリートイレの設置

８５ 多目的トイレを1室設けるよりも、ジェンダーレストイレを複数設けるほうが望ましい。

８６
障がいのある子供をトイレ内で介助する場合や男女別トイレに入る場合、異性が入るこ
とに抵抗がある。

８７
トイレについて、異性の介助者を想定したものを用意してほしい。（最低2つ）新国立競
技場のようにスクリーンで緩やかに区切るなど。

８８
新国立競技場に設置された「介護などによる異性付添利用対応」のトイレ、「待機者へ
の付添利用対応」のトイレを設置してほしい。

８９
だれでもトイレは、見た目ではわからないトランスジェンダーの人にとっては入りづら
い。

９０ オールジェンダートイレがあると良い。

従来の多目的トイレの機能
を一般トイレに分散配置し、
通路幅にも一定の基準を設
け、多様な利用者が円滑に
利用できるよう配慮します。

０８
トイレ

０８-2
個室トイレ

トイレの表示・名称に関して
は誰にでもわかりやすく、使
いやすい表現となるように
検討します。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。

性別にかかわらず使える個
室トイレの設置を検討しま
す。

1
0



Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

９1 だれでもトイレは、逆に入りづらい。

９2 だれでもトイレを多くすべき、災害時にも広いスペースが有用。

９3
男女別トイレも必要だが、大きな建物では男女に分かれていないトイレや個室トイレも
ほしい。

９４ 公共施設だからこそ、いろんな形式を設置いただきたい。

９５
オストメイト対応設備など洗面が大きくお湯が出るシャワーがあるので、中で高校生な
どが髪を染めていたようなこともあった。そのような人が占領すると、「だれでもトイ
レ」という名称自体が良くない。

９６
男女どちらに入ったかほかのひとに見えにくい仕様。個室になっていて個室内に洗面
器がある。

９７
男女のトイレがフロアの両端にあったり、階ごとに分かれていたりすると様子を見てか
ら入るかどうか決めることができないので使いにくい。

９８ 一つの入り口から多種類のトイレに入れると、目立ちにくくて使いやすい。

９９ 最近使い勝手がよく多機能な高速道路のSＡのトイレを参考にすべき。

1００
現在の庁舎はトイレのバリアフリーの機能が十分でなく、障害のある方を連れてこれな
い。

1０1
アクセスしやすくいつでも使える場所（エントランス付近等）に、両サイドから介助でき
る介護ベッドの設置されたバリアフリートイレを設置してほしい。

1０2
「きゅりあん」はよい事例。本庁舎３階女子トイレは階段の途中にあり、バリアフリーで
はない。

1０3
バリアフリートイレは、電動車いすにとっては有効2００ｃm角だと不足。電動車いすの
事例を参考とされたい。

1０４
ある施設では多機能トイレの入り口がカーテンになっていて、ドアよりも心もとなく、不
安だった。

1０５
ある施設では多目的トイレは防犯のため施錠されており使用するにはインターホンで
利用したい旨を伝えないといけなかったため、理由を聞かれたらと思い使いにくかっ
た。

一般トイレ、個室トイレとは
別にバリアフリートイレを設
置します。

性別にかかわらず使える個
室トイレの設置を検討しま
す。

０８-3
バリアフリートイレ

０８-2
個室トイレ

1
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

1０６ トイレが狭い、数が少ない（現在の庁舎）。

1０７ トイレが狭いので使いづらい（現在の庁舎）。

1０８ 現在の庁舎のトイレは古いが、車いす用もあるのでよい。

1０９ トイレは入口が分かりにくく扉が開きっぱなしのことがある（現在の庁舎）。

11０ トイレは狭く段差がありベビーカーでは使いにくい（現在の庁舎）。

111 現在の庁舎のトイレは狭く段差がある。

112 男性トイレの小便器が通路から見える状況になっていると居心地が悪い

113 便器同士の距離が近すぎると居心地が悪い。

11４ 便器間の衝立が低いと居心地が悪い。

11５
トイレ等洗面施設については、十分な数を確保するとともに、衛生的で機能性の高い設
備にしてほしい。

11６ きれいなトイレを望む。

11７ 明るい雰囲気、清潔なトイレを望む。

11８
洋式トイレを使用したくない潔癖症の方もいるが、和式トイレは衛生上よくないことも
あり、難しい問題。

11９ 和式トイレは必要ない。

12０ 男女別のトイレでも、個室内で手が洗えると顔を合わせなくて済むのでありがたい。
個室トイレ内には洗面台を
設置します。

121 男性トイレにもおむつ替えシート、チャイルドシート、サニタリーボックスを置いてほしい

122 更衣室としても使えるように、チェンジングボードを置いてほしい。

清潔なトイレとなるよう配
慮します。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。

和式トイレの設置を検討し
ます。

０８
トイレ

トイレ内の備品や設備につ
いては、引き続き検討しま
す。

1
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

123
トランスジェンダーの生理や、前立腺がんの方向けに男子トイレにもサニタリーボック
ス、生理用品、尿漏れパッドを設けたほうが良い。

12４ 生理用ナプキンがもらえる機械（オイテル等）を設置してほしい。

12５
（トイレ内におむつ替え・授乳スペースを設ける案に対して）授乳の場所とトイレは分け
るべき。

12６ 授乳室は男性の利用も想定し個室形式が望ましい。

12７ 明るく清潔感のある授乳室を設置してほしい。

12８ 男性が授乳、おむつ交換できる場所が必要。

12９ 個室の授乳、おむつ替えのスペースがあると良い。

13０
ママさんコーナーというネーミングはジェンダーによる社会的役割を固定するため望
ましくない。

131
ある施設では親子休憩所の授乳スペースに父親が入れない。シンクは授乳スペース内
にあるため、使うことができなかった。

132 子供と一緒に利用しやすい施設を望む。

133 子供の一時預かり保育に対応してほしい。

13４ 授乳室があるのはありがたい。

13５ ベビーケアルームを現在の庁舎よりも充実させてほしい。

13６ 授乳室はプライバシーに配慮した場所に設置してほしい。

13７
現在の第三庁舎の授乳室の場所は人通りが多いので、防犯上不安な人や急いでいる
人には良いが、使いにくい。

13８ オアシスルーム付近に授乳室がほしい。

13９ ベビーケアルームが不十分。子供を遊ばせておける場所がほしい（現在の庁舎）。

０９
ベビーケアルーム

ベビーケアルームは、性別を
問わず使いやすく、プライバ
シーが確保できるレイアウト
を検討します。

ベビーケアルームとオアシ
スルームの配置については
引き続き検討します。

トイレ内の備品や設備につ
いては、引き続き検討しま
す。

０８
トイレ

1
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

1４０
授乳室やトイレのブース内のカギの位置については、子供が勝手に開けないよう2つ
作るなどの配慮が必要

1４1 安全性の保たれた鍵付きの授乳室やおむつ替えスペースを複数箇所整備してほしい。

1４2
ダンボールのベビーケアルームは心もとないので、仮設的ではなくしっかりと作ってほ
しい。

1４3
授乳室は簡単な造りになっているのをしっかりしたものに。カギなどの防犯設備が必
要。

1４４ カームダウンエリアを設けていただきたい。

1４５
空港などは小部屋などでクールダウンスペースを設けている場合もある。反映してほ
しい。

1４６
「カームダウン・クールダウンスペース」を設置してほしい。有明アリーナ、新国立競技
場、羽田・成田・旭川空港等に設置されている。障害のある方が、慣れない視線・ 音・光
等の刺激に過敏に反応してしまった時に、気持ちを落ち着かせる場として有効。

1４７ カームダウンスペースがほしい

1４８ カウンターについては、個人情報に配慮いただきたい。

1４９
手話で会話してものぞかれないよう、窓口カウンターに間仕切りやカーテンを設ける
など配慮されたい。

1５０
外に聞こえては困るような相談ができる場所が今の庁舎では少ない。もう少し増やし
てほしい。

1５1 相談窓口は移動やプライバシーに配慮したものとしてほしい。

1５2 個室相談ブースが1つのように見えるが、複数設けていただきたい。

1５3 窓口で本名、性別など呼ばれることが不快。個室の対応ができないか。

1５４ 窓口手続きの際に、指差しで発行書類の希望などが伝えられるものがあるとよい。

ベビーケアルームの授乳ス
ペースは、個室型、共用型と
もに内側から施錠できるよ
うにし、防犯面には十分に
配慮します。

カームダウンルームを設置
します。

利用者のプライバシーに配
慮した個室相談ブースの設
置を検討します。

０９
ベビーケアルーム

11
窓口カウンター

１０
カームダウン、
クールダウンルーム

1
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

1５５
住民窓口、手続きの場所は高齢者の方にも分かりやすく、使いやすいように配慮され
たい。

1５６ 車いす利用者が多い窓口は低層階へ配置されたい。

1５７
小さなお子さん連れの子育て関連窓口や身体の不自由な方、高齢者関連の窓口は、出
来るだけ区役所の出入り口に近い所にできないか。

1５８ 窓口カウンターには車いすでも寄り付き可能なローデスクも設けることが望ましい。

1５９ 窓口は可能な限り車いす対応のものを設けること。

1６０
障害福祉に関する部課の窓口はワンストップで、そこに各担当が集まっていただくよう
な窓口対応にしていただきたい。

1６1 外国人専門、専用受付の設置を望む。

1６2 場所の案内でＱＲコードを使うとよい。

1６3 音による案内も必要。

1６４ 出入り口の案内で、音のサインを考えてほしい。

1６５ 庁舎の入り口を音声案内などで、わかりやすくしてほしい。

1６６
音声案内について、すべてのトイレの入り口を音で知らせる必要はなく、多くの来庁者
が使うトイレについては設置いただきたい。なお音は1度だけ流せばよい。場合によっ
ては流水音等も可。

1６７
視覚障害者のための、施設内のＱＲコード読み取りによる案内システムを導入いただ
きたい。

1６８
ＱＲコードそ読み取って案内サイトへ誘導する案内は良いと考えるが、スマートフォン
の操作に不慣れな方への配慮が必要。

1６９
視覚障害者への情報の伝え方について、最近スマホカメラで点字ブロックに表示され
たＱＲコードを読み取ると誘導してくれる、「ナビレンズ」「ｓｈｉｋａｉ」というアプリの導入
を検討していただきたい。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、より利用しやすい窓口と
なるよう配慮します。

11
窓口カウンター

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、より利用しやすい窓口と
なるよう配慮します。

区民の方が多く利用する窓
口は建物の低階層に配置す
ることを検討します。

1
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

1７０ 全般的に行先表示などがわかりやすいとよい。

1７1 鉄道駅の視覚的な案内表示は近年充実してきていると感じる。

1７2
文字表示のフォントについて、明朝体は避けていただきたい。ＵＤフォントにすること。
今の区役所の案内表示が大変わかりづらい。

1７3 バリアフリーはもちろん、分かりやすい表示としてほしい。

1７４ 各階に案内図を置けば良い。

1７５
庁内の案内、表示などは高齢者にも分かりやすいように。カタカナ言葉には、日本語も
付けてほしい。

1７６ 現庁舎には外国語案内図が少ない。

1７７ 多言語表示、易しい日本語の案内

1７８ 見えるところにレインボーフラッグをかかげてほしい。筆談可能の案内板のイメージ。

1７９
だれでもトイレが建物の何階にあるのか分からず困った。エレベーターや建物案内図
に、どの階にどんなトイレがあるかを明示してほしい。

1８０
男女別のピクトグラムが青赤分けになっていると固定的なジェンダーイメージを強化
すると思うので、分かりやすさとデザイン性のバランスを取って検討してほしい

1８1 案内や受付がわかりやすいとよい。

1８2 構内図が分かりにくい（現在の庁舎）。

1８3 庁舎内が複雑で迷子になる（現在の庁舎）。

1８４
誘導用ブロックは車寄せからのアプローチだけでなく駅からのルートについても敷設
いただきたい

まちづくりの観点から、近
隣の事業者とも協議してい
きます。

1４
視覚障害者
誘導用ブロック

13 表示
（点字・サイン計画）

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、わかりやすい表示とな
るよう配慮します。

誰もがわかりやすい表示と
なるよう配慮します。
庁舎内のサイン表示はデザ
イン・表記法を統一し、ピク
トグラム（絵文字）はJIS基
準に準拠し、文字を併記し
ます。
目的地の方向を誘導するサ
インは、場所により適した形
式を採用を検討します。

外国語の併記を必要に応じ
て検討します。

1
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Ｎo. ご意見の趣旨 区の考え方 素案における該当項目

1８５
誘導ブロックの上は車いすでは通りづらい場合もある。声の大きい人の意見ばかり通
らないように、話し合いで決めてほしい。スリットの点字ブロックはわかりにくい。

1８６ 誘導ブロックは廊下の中央の設置が望ましい。

1８７ 誘導用ブロックはある程度JIS基準にある高さを確保すること。

1８８
スロープの手前に誘導用ブロックを設けることは、勾配が緩ければ必ずしも必須では
ない

1８９

視覚障害者誘導用標示は、外部車寄せでタクシーなど降車後から、室内インフォメー
ションや受付まで誘導し、さらに主要な動線のエレベーター乗場まで、案内してあると
良い。複雑多岐にわたる標示は必要ない。

1９０
横断歩道の手前や階段の手前などに誘導用ブロックと交錯しない誘導経路を別途設
け、車いす使用者と視覚障害者の動線の交錯を防ぐのがよい。

1９1 全盲とロービジョンの違いも多い。点字ブロックは白や黄色が理想である。

1９2 避難時、避難の方向など必要な事項が目で見てわかるように配慮してほしい。
円滑に避難ができるように
配慮します。

1９3 災害時車いすの方を優先して、非常用エレベーターを利用できるようにしてほしい。
非常用エレベーターは火災
時の消火活動等に優先的に
使用します。

1９４
品川区は木賃が多く災害に弱いので、避難所として使えるロビー、議場など考えてほ
しい。

1９５ 緊急時対応について、非常用電源を設け、地域の避難所としての機能を確保する。

1９６ 障害者用の防災避難所を整備する。

1９７
聖路加病院のように、災害対策本部を前提としつつ、避難場所としての機能も確保し
てほしい。

1９８
低層部の一部だけではなく、庁舎全体として避難場所として機能していることを表明
してはどうか。

1５
緊急時対応

新庁舎は、帰宅困難者一時
滞在施設としての機能を想
定しています。

誘導用ブロックはできるだ
け分かりやすい経路・色・形
状・高さとすることで利用し
やすさに配慮します。

1４
視覚障害者
誘導用ブロック

1
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素案へのご意見一覧 

意見募集期間 ： 令和５年１１月６日～２６日

意見募集方法 ： オープンハウス・電子申請（２２４ 件）、品川区障害者 ７ 団体の方との意見交換

素案における該当項目別 ご意見数の内訳 

素案における該当項目 ご意見の件数 

「０４ エスカレーター」に関するもの 2 

「０５ エレベーター」に関するもの ８3 

「０８ トイレ」に関するもの 12５ 

「０９ ベビーケアルーム」に関するもの 2９ 

「11 窓口カウンター」に関するもの ５５ 

「13 表示（点字・サイン計画）」に関するもの ５８ 

「1４ 視覚障害者用誘導ブロック」に関するもの 1６ 

「1５ 緊急時対応」に関するもの 3 

計 3７1 件 

その他のご意見 1５７ 件 

※お寄せいただいたご意見のうち、複数の項目に関連するものは分割してそれぞれの項目に 

計上しています。 

※いただいたご意見は、今後の設計・施工段階においてもあらためて参考にしていきます。 

18



Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

1 高齢者のアクセスを考慮してエレベーター、エスカレーターは必ず設置してほしい。

2 低層階にはエスカレーターも必要。

3 現在の庁舎は階数表示と道路への出入階の関係がわかりにくい。

４ 現在の第三庁舎エレベーターは講堂に人が集中する時に待ち時間が長い。

５ 現在の庁舎のエレベーターは狭い。

６ 現在の庁舎のエレベーターは古い。

７ 密閉された空間の人と人との間隔の確保できる広さと内部空調設備は必要。

８ 乗り場とかごの床面の隙間は小さい方がよい。

９
開閉ボタンは漢字タイプだと弱視者、子供、外国人がボタンを判断できない場合があ
るのでは。

1０ かご内に手すりがついている方がよい。

11 少し広いほうがよい。明るく。手すりは必要。

12 手すりを設置してほしい。

13
かご内に腰掛け、手すり、鏡（車いす使用者の方のために）、ドア脇と壁側に開閉各階ボ
タンがあるとよい。

1４
鏡は必須。車いす使用者用操作板にも閉ボタンを設置してほしい。エレベーターは車い
す使用者優先である旨を周知徹底してほしい。

1５ タッチレスボタンを設置してほしい。

1６ タッチレスボタンが便利だと思う。

1７ 非接触型のボタンが便利。

1８ 車いす使用者用ボタンを全基に設置してほしい。

０４
エスカレーター

０５
エレベーターエレベーターのかご内には

手すり・鏡を設置します。
車いす使用者対応主操作盤
には開閉ボタンと緊急通報
用ボタン付きインターホン
の設置を検討します。

エレベーターには車いす使
用者対応の操作盤を設置し
ます。
非接触式ボタンの設置は引
き続き検討します。

低層階にエスカレーターを
設置します。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいエレベーター
となるよう配慮します。

1
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

1９ 待ち時間は短いほうがよい。

2０ 待ち時間が減るとよい。車いすを入れやすいものがよい。

21 待ち時間が短くて済むよう適切な台数がほしい。

22 呼ぶと早く来るものが望ましい。台数は多く。案内の人がいると安心。

23 あまり待たないようなシステムがよいと思う。

2４ エレベーター制御はきちんとやり、台によって待ち時間に極端な差が生じないように。

2５ 混雑緩和のため、エレベーターの数が増えるとよい。

2６ 業務用と一般用で分けるとよい。

2７ 職員用と来庁者用に分けたほうがよい。

2８ 台数を多くしたほうがよい。

2９ 台数が多いとよい。多くの人数が乗るので広いほうがよい。

3０
混まないような制御を行うように。期日前投票などで混むときはエレベーターを使わ
ずに利用できるような運用の検討も必要。

31 台数を多く。

32 大きさや台数が過剰にならないように。

33 数が多いとよい。

3４ 待ち時間を少なく（適正台数）

3５ 区民用と業務用を分けてほしい。

3６ 適正台数の設置。議会専用エレベーターは過剰なので不要。

3７ 広いエレベーターにしてほしい。

エレベーターはかごの大き
さ、出入口の幅員、乗降のし
やすさなどに配慮します。
また、適切な台数 をとなる
よう十分考慮して設置しま
す。

０５
エレベーター
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

3８
ベビーカーや車いすの人が使いやすいように台数を多めにしてほしい。またエスカレー
ターがあれば需要を分散できてエレベーターの混雑を避けられる。

3９ 車いすが2台入れる大きさがよい。

４０ ６名ぐらいは入れるほうがよい。

４1 車いす2台乗れることは必須。

４2 エレベーターは大型と小型を併用すると混雑しないのでは。

４3 進入方法も検討したらよいのでは。介助者が乗れるスペースも必要。

４４ 大きめの台車がスムーズに入れる大きさの扉がよい。

４５ 車いす使用者とカート使用者が同時に入れる大きさがよい。

４６ 広くて速いものがよい。

４７ ベビーカー、車いす使用者など多くの人が乗れると待ち時間が少ない。

４８ ゆとりのある大きさにしてほしい。

４９ 広いほうがよい。

５０ 車いすで入れる大きさのものがあるとよい。

５1 車いすが2台入れる大きさが必要。

５2
車いす使用者が多いので複数の車いす使用者が乗れるエレベーターを整備してほし
い。

５3 車いす使用者専用のエレベーターがあるとよい。

５４ ベビーカーが入りやすくしてほしい。

５５ 広いほうがよい。

５６ 大きいほうがよい。車いす使用者が余裕をもって乗れる広さが必要。

エレベーターは、かごの大き
さ、出入口の幅員、乗降のし
やすさなどに配慮します。
庁舎内エリアは車いす1台と
介助者が、屋外エリアは車
いす2台が乗れる大きさと
するよう検討します。

０５
エレベーター
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

５７
災害等で閉じ込められた際に使用できる防災グッズ（ライト・水・簡易トイレ）を備え付
けてほしい。

５８
現在の庁舎のエレベーターは狭い。高齢者のために手すりは必要。エレベーターが停電
で止まった場合に向けて非常用用具を備え付けてほしい。

５９ 災害時も止まらないエレベーターがほしい。

６０
車いす使用者に加えて２～３名が入れる大きさがよい。地震災害への対応を考慮して
ほしい。

６1 地震時の対応を考慮してほしい。

６2 非常時用のトイレや水がエレベーター内にあるとよい。

６3 緊急時用に防災椅子を設置するべき。

６４ かご内に階数表示をしてほしい。

６５
聴こえる難聴者（補聴器装用・人工内耳装用・高齢難聴）の緊急時に対応する安全な対
策が見えない。聴くことが出来るが、騒音等で聞き取りにくい場面が多くある、聴こえ
る難聴者の存在に理解があるのか不安。

６６
羽田空港に設置されている、エレベータの聴覚障害者用緊急通報ボタンを導入いただ
きたい。

６７ 中の混雑状況がわかるとよい。障害者・高齢者優先があるとよい。

６８
かご内カメラの映像を乗り場ディスプレイに表示することで閉所が苦手な人が安心し
て利用できる。

６９ 車いす使用者などがきちんと優先されるよう、動線に工夫があるとよい。

７０ 車いす使用者への配慮が必要。

７1 車いす使用者専用のエレベーターがあるとよい。

７2 音声で案内してくれる機能や点字がほしい。

７3 来庁者が利用するエレベーターホールに、音声でフロアガイドが流れているとよい。

緊急時にエレベーターが止
まった場合は、非常用電源
が作動し最寄りの階に停止
します。非常時のエレベー
ター内設備の詳細について
は引き続き検討します。

建物入口からエレベーター
までの動線をわかりやすい
ものとする、主要なエレベー
ターホールには音声による
案内装置を設置するなど、
使いやすさに配慮した計画
とするよう検討します。

０５
エレベーター
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

７４ ストレッチャー対応はするべき。

７５
非常用エレベーターはストレッチャーに対応しているとしても、来庁者動線上にはない
ので、来庁者用エレベーターもストレッチャーに対応していることが望ましい。

７６
寝台が入れるくらいの大きさのエレベーターが必要。
もしくは、奥行きを延長できるスペースがあるとよい。

７７ エレベーター扉の位置をわかりやすくしてほしい。

７８ ドアの開閉の表示のわかりやすさが重要。

７９ 身体障害者、車いす使用者、高齢者優先のエレベーター表示をつけてもらいたい。

８０ エレベーター内にどのフロアにどの部署が入っているか分かりやすく表示してほしい。

８1 矢印などでエレベーターまでの誘導があるとよい。

８2 場所をわかりやすく。すぐ乗れるように。

８3 全員が使いやすい形、動線の計画が必要。

８４ 区民・職員のエレベーターを分けると相互のつながりが弱まるのではないか。

８５ 多くの人に対応できるスペックと感じた。完成を楽しみにしている。
より使いやすい庁舎の整備
のため、検討を進めます。

８６ 現在の庁舎のトイレの場所がわかりづらい。

８７ 第二庁舎のトイレは狭い。手洗い後に扉を押して出なければならないので不便。

８８ 現在の庁舎のトイレは狭い。時代に合わない（ベビーカーが入れない）。

８９
現在の庁舎のトイレは狭い。広いトイレを希望する。便器の個数が少なくならないよう
にバランスは重要。

９０ 現在の庁舎のトイレに特に不便は感じていない。

９1 現在の庁舎のトイレは狭い。

０５
エレベーター

ストレッチャー対応のエレ
ベーターを設置します。配置
については引き続き検討し
ます。

エレベーターへの動線はわ
かりやすさに配慮し、誰に
でも理解しやすい表示とな
るよう工夫することで、利
便性の向上を検討します。

０８
トイレ

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

９2
トイレまでの動線上に階段があると躓きやすい。現在の庁舎は利用するのに待つので、
もっと数を多くしてほしい。

９3
現在の第三庁舎の、区民相談室からオアシスルームに至る途中のトイレが狭い。第二庁
舎のトイレが狭く、扉が重い。

９４ 本庁舎３階のトイレは階段があり膝が痛い人には不便。

９５
小さいと使いづらい。第二庁舎のトイレの入口が狭い。本庁舎３階のトイレの入口はバ
リアフリーになっていなくて困る。

９６ 現在の庁舎は汚く狭いのできれいにしてほしい。

９７ 現在の庁舎のトイレは狭い。ウォシュレットを設置してほしい。

９８ 現在の庁舎はトイレの数が足りていない

９９ 現在の庁舎のトイレは暗い。

1００ 障害者の使い勝手がよいものを望む。

1０1 身体障害者への配慮をお願いしたい。

1０2 視覚・聴覚障害者が使えるように音声・電光パネル表示を工夫してほしい。

1０3 車いす使用者は入りずらい。電動車いす使用者も利用しやすくしてほしい。

1０４ 障害のある方が使いやすいお手洗いにしてほしい。

1０５
一般トイレにも、バリアフリートイレと同じような基準で視覚障害者対応設備を設けて
ほしい。

1０６ 触知図案内板については必ずしも必要ではない。

1０７
音声案内については庁舎入口はチャイム音のような簡単なものでよいが、トイレでは男
子トイレ・女子トイレの別を知らせる詳細な案内が必要。

1０８ ベビーチェアを完備してほしい。子供がカギを開けない位置に。

1０９ ベビーカーが入れるとよい。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。

０８
トイレ
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

11０ 一般トイレにもベビーカーが入れる広さがほしい。

111 赤ちゃんが入れるトイレには鍵が上下にあるとありがたい。

112 立っておむつ交換できるように、壁につかまれる手すりがあるとよい。

113 ベビーチェアは必要。荏原保健センターの改修後はよい事例。

11４ おむつ替えをするために男女問わず使える場所が１フロアにつき１か所は必要。

11５
兄弟姉妹連れの際に子供用トイレが併設されていると使いやすい。すべてのフロアに
とはいわずとも子供利用の多いところには必要。

11６ 一般トイレの個室にもベビーカーが入れるとよい。

11７ 男性トイレにベビーチェアがあるのはありがたい。

11８ ベビーカー置き場があるとうれしい。男性の個室が多いと子どもと一緒に入れる。

11９
男女共に、全ブース洋式・おむつ替えベッド設置とし、個室トイレには最低でも1つにベ
ビーチェアがあるとよい。

12０
内部障害者など個室トイレの利用に抵抗がある人もいるので、トイレに入るところを見
られないようにすりガラス等で目隠しを設置するとよい。

121 荷物を置けるところがほしい。

122
ハンドドライヤーまたは紙タオルの設置。（コロナ等感染症対策は必須）。バッグをかけ
るフックの位置が高すぎないように。物を置く台の設置。

123
扉を軽く。引き戸がよい。広く。水を流しやすくしてもらいたい。荷物掛けフックの位置
が高すぎる事例があった。

12４ トイレ内に荷物を置く場所がほしい。

12５ 女子トイレ内に手すりがあると助かる。

12６ ハンドドライヤーを設置し、手の乾燥ができるとよい。

12７ 荷物置き場がほしい。低いところにも荷物かけがほしい。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。

０８
トイレ
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

12８ オストメイト対応設備やウォシュレットは温水が出る仕様がよい。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、使いやすいトイレとなる
よう配慮します。

12９ 子ども用の手洗い場もあるとよい。

13０ 子ども用の便器があるとよい。

131 便器は使用者の体格に応じて様々な高さを用意するべき。

132 サインはわかりやすいほうがよい。

133 わかりやすい位置に配置してほしい。

13４ ピクトグラムをわかりやすいものに（最近はわかりにくいものが多い）。

13５ トイレの場所をわかりやすく。表示方法を考えてほしい。

13６ 場所がわかりやすいように表示されているとよいと思う。

13７ 表示をわかりやすく。サインや壁に色がついているほうがわかりやすい。

13８
使用中表示があるとよい。ブース扉が開いているかどうか蝶番部分の色で判別できる
製品がある。

13９ 女性、男性表示の色や形はこれまで通りではだめ。

1４０ 男女トイレはわかりやすく。明るく。

1４1 係員の案内がなくともすぐにわかるサインと配置が必要。

1４2 大き目の子供連れでも入りやすいトイレを希望する。

1４3 女子トイレが増えるとよい。

1４４ 個室はゆとりある大きさの確保が必要。

1４５ 各フロアにある程度の個数がほしい。

子どもの利用が見込まれる
トイレについて、洗面台高さ
を考慮するなど、使いやす
さに配慮します。

従来の多目的トイレの機能
を一般トイレに分散配置し、
通路幅にも一定の基準を設
け、多様な利用者が円滑に
利用できるよう配慮します。

０８
トイレ

トイレのサイン・名称に関し
ては、誰にでもわかりやす
く、使いやすい表現となる
ように配慮します。
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

1４６ 余裕のあるスペースが必要。男女別・個室（LＧＢＴＱ含む）それぞれが必要。

1４７ 各階にトイレをお願いしたい。

1４８ ある程度余裕のある広さがほしい。

1４９ 広く明るく機能的に。個室を増やしてほしい。

1５０
ベビーカーだけでなく、カートを持った人も入りやすく。手洗い場にもゆとりある広さ
が必要。

1５1
階によって女性のみのトイレしかないような建物があるがそのようなことがないよう
に。

1５2 広くしてほしい。

1５3 トイレの通路を広くしてほしい。

1５４ 広く明るい感じになるとよいと思う。

1５５ 広いトイレがあると便利。

1５６ 大き目のトイレがあるとよい。

1５７ イベントなどの際に並ぶことがないように十分な数が必要。

1５８ 一般トイレの個室が多くあるとよい。

1５９ 個室が広いとよい。

1６０ 出入口を広く。

1６1 トイレの入口は荷物を持っていると入りにくいので広さがほしい。

1６2 広いトイレがよい。

1６3
個室の数が足りているとよい。トイレットペーパーが特殊だと使いづらい。除菌は必
須。

従来の多目的トイレの機能
を一般トイレに分散配置し、
通路幅にも一定の基準を設
け、多様な利用者が円滑に
利用できるよう配慮します。

０８
トイレ
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

1６４ 女子トイレの数を多く。自動で水が流れると落とし物をした際に拾えない。

従来の多目的トイレの機能
を一般トイレに分散配置し、
通路幅にも一定の基準を設
け、多様な利用者が円滑に
利用できるよう配慮します。

1６５ 明るくしてほしい。

1６６ キレイにしてほしい。

1６７ エコロジーの観点から配慮が必要。

1６８ 衛生の観念から便座を全部自動開閉のタイプにするべき。

1６９ 清掃頻度を高くしてほしい。

1７０ 和式便所は必要ない。

1７1 和式トイレをなくすのは疑問。

1７2 和式トイレは不便。個室トイレはよい考えと思う。

1７3 性別にかかわらず使えるトイレがあった方がよい。

1７４ 個室トイレはあったほうがよい。

1７５ ジェンダーレストイレが必要。

1７６ バリアフリートイレの数を現在の庁舎より増やしてほしい。

1７７ 介助用ベッドを下げると車いすが転回するスペースが確保できない実例があった。

1７８ 車いす使用者用トイレを各階に設けてほしい。

1７９ 多目的トイレがあるとよい。

1８０ 車いす使用者トイレを性別に関係なく使える場所に設けてほしい。

０８
トイレ

一般トイレ、個室トイレとは
別にバリアフリートイレを設
置します。

０８-3
バリアフリートイレ

清潔なトイレとなるよう配
慮します。

和式トイレの設置について
は、様々な視点から考慮し、
検討します。

性別にかかわらず使える個
室トイレの設置を検討しま
す。

０８-2
個室トイレ
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

1８1 車いす使用者専用トイレがあるとよい。

1８2 多目的トイレを多くした方がよい。

1８3
車いす使用者用トイレが使用中であっても一般のトイレが利用できるように中で車い
すが転回できるくらい広くつくってほしい。

1８４ バリアフリートイレを設置してほしい。

1８５
個別トイレの出入口は７０ｃｍ以上にし、引き戸にし、多くの人が利用できるように。異
性２人で利用、例えば介護者と障害者での利用であれば、多目的トイレで十分。ストレッ
チャーが入れる広さの多目的トイレを望む。

1８６
多目的トイレという名称はやめてほしい。車いす使用者専用トイレが希望だがせめて多
機能トイレと表記してほしい。赤ちゃんのオムツ交換などの場所は別途設け、車いす使
用者用トイレと分けるべき。

1８７ 車いすから乗り換えるとき、ベッドの高さが４５ｃmでは低いのではないか。

1８８ 場所によってベッドの高さを変えて設置することはできないか。

1８９ バリアフリートイレの扉は自動扉とすべき。

1９０ バリアフリートイレの扉は空室時は開いていてよいのではないか。

1９1 移乗のための天井走行リフトのあるブースを新庁舎の低層階に設けていほしい。

1９2
便器横の手すりが高さを変えられるタイプであれば、使用者の体格に即応できるので
よい。

1９3
職員の目が常に届く場所であれば、天井走行リフトを安全に運用できるのではない
か。

1９４ 使用者の安全第一でお願いしたい。

1９５
ベビーカー、車いす使用者が使いやすい広さ、数を確保してほしい。個室トイレは防犯
上の配慮が必要

移乗用設備・天井走行リフト
については安全性・運用面
に十分配慮しながら設置を
検討します。

一般トイレ、個室トイレとは
別にバリアフリートイレを設
置します。

バリアフリートイレの扉は可
能な限り自動ドアとし、衛生
上等の観点から空室時には
閉めておくことを基本とし
ます。

大型ベッド（介助用ベッド）
の設置に際しては、安全に
移乗できる高さを検討しま
す。

一般トイレ、個室トイレとは
別にバリアフリートイレを設
置します。

０８-3
バリアフリートイレ

安全にトイレを利用できる
よう、防犯面には十分に配
慮します。

０８-2
個室トイレ
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

1９６ ベビーカーも使いやすく、また防犯性能が高い設計にしてほしい。

1９７
個室トイレに盗撮カメラなどが設置できないような設えにして安心して使えるようにし
てほしい。

1９８ 男性用小便器はいらないのでは。

1９９ 小便器を廃止し、すべて個室とすればよい。

2００ 災害時に使えるトイレの設置を検討してほしい。

2０1 災害時や緊急時のアナウンスの伝達が、聴こえる難聴者に向けての対策が見えない。

2０2 素案のトイレについては利用者に配慮された計画になっている。

2０3 機能分散の方針はよい。

2０４ 素案のトイレの考え方はよいと思う。

2０５
機能がいろいろあるのは嬉しいが位置が大事。ベビーチェアとオストメイトは近い位置
に配置しないようにするべき。

2０６
素案掲載の図は左側が女性用、右側が男性用ということなのか。左側の男性用小便器
は男児用なのか。ジェンダーレストイレに見えるので、誤解を招かないためにも男女の
別、便器の使用用途を図に明記するべき。

トイレ設置例の図に男女の
別を記載します。

2０７
職員の歯磨きで込み合わないような配慮が必要。セキュリティラインが区切られている
ようにするべき。

動線は適切に計画します。

2０８
実験的に仮設のトイレ空間をつくって様々な立場の人に入ってみてもらい、よりたくさ
んの人の使い方や意見を集め、本当に助かると思う機能や不快に感じる部分を見つけ
て反映するのもよい。

2０９ 町中にトイレが少ないと思う。

21０
自動水洗設備がある一方で、水を流す際にフタを閉めるよう促す事例もあり、設備に
触れさせない意図が統一されていないように思われる。

より使いやすい庁舎の整備
のため、検討を進めます。

安全にトイレを利用できる
よう、防犯面には十分に配
慮します。 ０８-2

個室トイレ

「０８ トイレ」

ご意見として承ります。

非常時のトイレ内設備につ
いては引き続き検討しま
す。

混雑緩和の観点から、男性
用小便器は必要なものと考
えています。

3
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

211 男性のおむつ替えや授乳スペースが必要だと思う。

212 男性にも利用しやすいようにしてほしい。

213
男性にも使えるようにしてほしい。
授乳室の作り、位置はプライバシーに配慮しつつ安全な場所に。

21４ 安全に配慮して男性も女性も使えるように。

21５ 男女共用のベビーケアルームがあるとよい。

21６ パパママ同時に入れる広いスペースがあるとよい。

21７
ベビーケアルームのある施設やビルは少ないため、新庁舎に行けば利用できるという
安心感を周辺利用者含め感じられるとよい。
性別を問わず使用できることも必要。

21８ 親同士が交流できるようになるとよい（孤独対策）。

21９ 授乳室の位置が人通りの多い場所だと使いづらいが、奥まっていると防犯上不安。

22０ ベビーケアルームは特に設置をお願いしたい。

221 ベビーケアルームは防犯性能の確保が必要。

222 職員が必ずいるように。防犯カメラ等の設置。

223 安全性の重視。

22４ 段ボール製のベビーケアルームがあるが、庁舎に設置するものとしては望ましくない。

22５ 安全性の確保は必須。

22６ 段ボール製のものではなく、人目は避けつつ安全な場所で。

22７ 犯罪が起こらないような環境整備が必要。

22８ 施錠・防犯面を十分に。

ベビーケアルームの授乳ス
ペースは、個室型、共用型と
もに内側から施錠できるよ
うにし、防犯面には十分に
配慮します。

０９
ベビーケアルーム

ベビーケアルームは、性別を
問わず使いやすく、プライバ
シーが確保できるレイアウト
を検討します。

3
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

22９ 防犯性能を重視されたい。

23０ 人通りのあるところに面して設けたほうがよい。

231 安全に使える環境を担保できるように。

232
本庁舎に現在設置されているベビーケアルームは天井がなく、上からの盗撮の心配が
ある。聴こえる難聴の保護者には騒音雑音で聞き取りが難しい場所に設置してある。

233
素案の内容はベビーケアに十分配慮されたものになっている。このような施設がどん
どん増えていくことを強く望む。

より使いやすい庁舎の整備
のため、検討を進めます。

23４ 素案の内容はよいと思う。

23５ 窓口にいる間に親から離れられる子は預かり場所があるとよい。

23６ おむつ替えをする際にベッドに対して正面に人が立てるスペースがあるとありがたい。

23７ おむつを替えるところにも手洗いがほしい。

23８
年齢的に寝かせておむつ替えできないこともあるため、立たせておむつ替えができる
スペース（フィッティングボード）がほしい。

23９
粉ミルク用のお湯や流しがあるとよい。男性も使えるように、母乳ルームは別にしてほ
しい。オムツの単品販売（生理用品のような）、汚物の持ち帰りをしなくてよいように専
用ゴミ箱も設置してほしい。

2４０ 窓口が開いている時間を長くしてほしい。

2４1 一か所で手続きが完了する工夫が必要。

2４2 多言語対応のカウンターを設置してほしい。

2４3
対人の窓口が必要。
窓口の人が気持ちよく仕事ができるようにゆとりを持った仕事量にすべき。

2４４
マイナンバー等ですぐに対応できるようにしてほしい。
スムーズな手続き。コンビニ交付の周知。混雑緩和。

より使いやすい庁舎の整備
のため、検討を進めます。

ベビーケアルーム内の設備
の詳細については引き続き
検討します。

区民の利便性の向上につい
て運用面を含めて引き続き
検討します。

11
窓口カウンター

ベビーケアルームの授乳ス
ペースは、個室型、共用型と
もに内側から施錠できるよ
うにし、防犯面には十分に
配慮します。

０９
ベビーケアルーム

3
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

2４５
誘導用ブロックの上に物を置かないように。できれば、筆記だけでなく、オンラインで
の入力もできるように、窓口にＰＣ機器を設置し、利用者側からも見れ、入力できるよ
うにしてほしい。（音声付き、視覚、聴覚障害者利用可）

2４６ 現行の窓口のように利用者が呼びかける形は改善してほしい。

2４７ 現在の窓口の対応はよい。

2４８ わかりやすい庁舎にしてほしい。現在の庁舎はわかりづらい。

2４９ 窓口の職員はやさしい人がよい。

2５０ 現在の窓口は混んでいる。

2５1 もっと使いやすくしてほしい。

2５2 現在の庁舎は対応がよい。聞きやすい。

2５3 現在の庁舎は窓口カウンターが狭い。隣の話が聞こえる。

2５４ 明るい空間がよい。

2５５ 待合スペースの快適さがほしい。通路の広さがほしい。

2５６ 待合の椅子をデザイン性のよいものにしてほしい。

2５７ 窓口で待つ際の椅子に背もたれが必要。

2５８ 段差のない歩きやすいスペースにしてほしい。

2５９ 待合にはテレビはいらない。カウンターは広く整頓されていること。

2６０ 子供が2人いると狭いスペースだと使いづらいので広めのスペースを設けてほしい。

2６1 ゆとりある空間がよい。

2６2
窓口の配置をわかりやすくしてほしい。現在の窓口は分散配置で何がどこにあるのか
わかりづらい。

区民の利便性の向上につい
て運用面を含めて引き続き
検討します。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、より利用しやすい窓口と
なるよう配慮します。

11
窓口カウンター

3
3



Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

2６3
現在の窓口は必要な手続きをどこですればよいかわかりづらい。あちこちいかなけれ
ばならない。

2６４ 窓口の配置を明確に。

2６５ 現在の窓口はすごく混むので分かりやすくしてほしい。

2６６ わかりやすい表示。使いやすい設計を望む。

2６７ わかりやすい表示がよい。ぜひこのまま計画を進めてもらいたい。

2６８ 職員がすぐに出てきてくれるカウンターを望む。

2６９ わかりやすい表示を望む。

2７０ 音声案内、電光表示を工夫する必要がある。

2７1
聴覚障害者または視覚障害者が、自分の順番がわかるような電光掲示板や音声案内
を工夫してほしい。

2７2
窓口の呼び出しについて、番号の表示だけでなく音声でも案内を行っていただきた
い。

2７3 カウンターの高さは立位・座位にそれぞれ対応できるようにしてほしい。

2７４ 膝を曲げなくても済むよう足元に余裕があるとありがたい。

2７５ 杖などを置くくぼみを設けてほしい。

2７６ 待ち時間のおおよその目安が一目でわかると便利。

2７７ 来庁した際にすぐに対応してもらえるようにしてほしい。

2７８ 時間のかかる手続きと、短時間の手続きの順番を分けて案内してほしい。

2７９ 待ち時間・手続きがどれくらい進んでいるか見える化してほしい。

2８０
混雑時などは、呼出や待機時間などの案内をスマホや別の場所のサイネージで確認す
ることができるとよい。窓口の混雑状況が来庁前にわかると、訪問のタイミングなど計
画しやすくなる。

ハード・ソフトの両面から、
窓口の使いやすさに配慮し
た検討をします。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、より利用しやすい窓口と
なるよう配慮します。

11
窓口カウンター

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、より利用しやすい窓口と
なるよう配慮します。

ハード・ソフトの両面から、
窓口の使いやすさに配慮し
た検討をします。
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

2８1 順番が近づけばアプリで知らせるような運用ができるとよい。

2８2 混んでいるときはスマホに順番を表示するアプリが導入されるとよい。

2８3 素案の内容はよいと思う。

2８４ 素案の内容は設備が充実していてよい。

2８５ 案内係は必要（用事がどこで果たせるかわかりやすい）。

2８６ 部署名等は大きい表示がほしい。ゆったり待てるスペースがほしい。

2８７ 案内係はデジタルが導入されても必要。

2８８ 案内係が親しみを持てるように（「ご案内します」名札等）

2８９ 総合カウンターを設置して、どこの課に行くのがよいのか案内ができるとよい。

2９０ 耳が遠い人でもきちんと話ができるような環境整備が必要。

2９1 耳の遠い高齢者との会話をスムーズにできるようにな環境を整えてほしい。

2９2 プライバシーを重視する呼び出しや、相談内容をほかに聞かれないような配慮が必要。

2９3
聴こえる難聴者に向けた対策が見えない。
高齢者が聴こえ難くなって窓口に来た時に、窓口の人が大声で話してプライバシーが
守られない。音声認識表示が便利な聴こえる難聴者（高齢者含む）が多い。

2９４
カウンターの仕切りは固定ではなく、フレキシブルに動かせるように（長崎市役所に事
例あり）。

窓口レイアウトの可変性を
考慮して検討します。

利用者のプライバシーに配
慮した個室相談ブースの設
置を検討します。

来庁者のご案内について
は、別途検討します。

より使いやすい庁舎の整備
のため、検討を進めます。

来庁者のご案内について
は、別途検討します。

ハード・ソフトの両面から、
窓口の使いやすさに配慮し
た検討をします。

11
窓口カウンター
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

2９５ 視覚障害者以外の人にもカラフルで分かりやすくしてほしい。

2９６ 現在の窓口で迷ったことはないが、案内サインの文字の形式がが統一されていない。

2９７
デジタルサイネージではなく、アナログ的な案内でよい。行くべき所の案内の文字が大
きいほうがよい。

2９８ 一目で現在地がわかる表示を望む。

2９９
現在の窓口では行き先がわからない場合、案内係に聞いてしまう。表示は目につくと
ころに張ったほうがよい。

3００ 手続きによってどこを訪ねればよいかわかりやすく表示してほしい。

3０1 目的地がわかりやすい館内図があるとよい。

3０2 受付で聞かなくても行く場所がはっきり表示されるとよい。

3０3 子供も興味を持てるような表示がよい。

3０４ すべての表示は大きめの文字で（高齢者対応）。

3０５ すぐわかる案内表示がよい。

3０６ 現在地がどこなのかわかりやすく表示してほしい。

3０７ 車いす使用者の目線の高さで分かりやすい表示を望む。

3０８ 行先をわかりやすく示してほしい。

3０９ わかりやすい表示を望む。

31０ 子供でも分かるように大きくわかりやすく表示してほしい。

311 大きくわかりやすく表示してほしい。

312 わかりやすい表示ににしてほしい。

誰もがわかりやすい表示と
なるよう配慮します。
庁舎内のサイン表示はデザ
イン・表記法を統一し、ピク
トグラム（絵文字）はJIS基
準に準拠し、文字を併記し
ます。
目的地の方向を誘導するサ
インは、場所により適した形
式を採用を検討します。

誰もがわかりやすい表示と
なるよう配慮します。
庁舎内のサイン表示はデザ
イン・表記法を統一し、ピク
トグラム（絵文字）はJIS基
準に準拠し、文字を併記し
ます。
目的地の方向を誘導するサ
インは、場所により適した形
式を採用を検討します。

13 表示
（点字・サイン計画）
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

313 行き先表示が床にあるとよい。

31４
一目で現在地・目的地が分かるようにしてほしい。
高齢の人は階段がつらいので段差のない設計にしてほしい。

31５ 表示は大きくしてほしい。

31６ 大きい文字にしてほしい。

31７ 絵などを使って文字だけに頼らない工夫を。

31８ 一目でどこにいるかわかる表示にしてほしい。

31９
天吊りタイプがわかりやすい。人による案内ではなくサインを見れば行き先がわかるよ
うに。

32０ 初めて見てもわかりやすい表示にしてほしい。

321 デザインよりも見やすさを優先してほしい。

322 サインはわかりやすく大きく。

323 表示は大きく。

32４
天吊りタイプのサインは頭上に位置するため視界に入らない場合のもある。課名など
はカウンターにも表示することが望ましい。

32５
パッと見たときにわかりやすいものがよい。派手な色合いではなく落ち着いた色調
に。

32６
デザイン性やジェンダーへの観点から男女ピクトを同色にするものが増えている。
弱視者でもわかるよう色でも識別できるようにするべき。

32７ 変なデザインにせず万人に解るようスタンダードなものにしてほしい。

32８ サインはＪＩＳ規格で、大きめのサインで明度を高くしてほしい。

32９
総合案内図やサイネージ等の案内と実際の空間の表示が一致して迷わないデザインが
よい。大きな表示にして色を適切に使用してほしい。センサーや音・光の使い方も、使
いすぎず効果的に。

誰もがわかりやすい表示と
なるよう配慮します。
庁舎内のサイン表示はデザ
イン・表記法を統一し、ピク
トグラム（絵文字）はJIS基
準に準拠し、文字を併記し
ます。
目的地の方向を誘導するサ
インは、場所により適した形
式を採用を検討します。

13 表示
（点字・サイン計画）
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Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

33０ 現在の庁舎の課の配置表示はわかりづらい。

331 現在の庁舎内配置はわかりにくいので、誰でもわかるような表示にしてほしい。

332 現在の庁舎のサインは小さく見えにくい。大きく明快にしてほしい。

333 現在の庁舎は駐車利用の案内が分かりづらい。

33４ 現在の庁舎は現在地・目的の場所がわかりにくい。

33５ 現在の庁舎は案内係がいるのでよい。

33６
現在の庁舎では行き先が分からなければ案内係に聞くのでサイン表示には頼っていな
い。

33７
現在の庁舎は行き先がわからない場合は案内係に聞けばわかるが、窓口の配置は分
散していてわかりづらい。

33８
わかりやすさを求める。現在の窓口は課毎の業務案内と手続したい内容の表示が一致
していないので総合案内を必ず利用している。

33９ 現庁舎が分かりにくいのでわかりやすく。

3４０ 現在の庁舎のサイン表示はあまり目立たない。

3４1 現在の庁舎のサインはよいと思う。

誰にでもやさしく便利で機
能性にあふれた新庁舎とし
て、わかりやすい表示とな
るよう配慮します。

3４2 案内員が必ずいるようにしてほしい。
来庁者のご案内について
は、別途検討します。

3４3 デジタルサイネージの導入を望む。（行き先課がわかるように）

3４４ ピクトグラム＋説明があるとよい。課名、デジタルサイネージ等。

3４５
専門用語がわかりづらい。手続き名等のキーワードで行先を検索できるようなデジタ
ルサイネージがあるとよい。

デジタルサイネージの導入
を検討します。

誰もがわかりやすい表示と
なるよう配慮します。
庁舎内のサイン表示はデザ
イン・表記法を統一し、ピク
トグラム（絵文字）はJIS基
準に準拠し、文字を併記し
ます。
目的地の方向を誘導するサ
インは、場所により適した形
式を採用を検討します。

13 表示
（点字・サイン計画）

3
8



Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

3４６ 言語が日本語のみだと理解するのが難しい方がいる。

3４７ 外来語等のカタカナ表記については、日本語も併記してほしい。

3４８
音・光で行き先が分かるとよい。ＡIで手続きを声で尋ねると答えてくれるようなシス
テムがあるとよい。

3４９
緊急時のお知らせが文字表記されると聴こえる難聴者にとっては安心。階別にサイン
の色調を分けるとどこに行けばいいのかがわかりやすくなる。

3５０
駅から区役所に向かう案内はわかりやすくしてほしい。
現庁舎へ至る歩行者ルートは高低差があり怖い。

3５1 サインは街全体で統一してほしい。多言語対応やＱＲコードもよい。

3５2

サイン計画は、将来的なフロアレイアウト変更等により職員が作成したテプラやパウチ
を上から貼って修正するようなことがあってはならない。統一したデザインを永続的に
維持できるよう、取り換えが容易なパネル型にし、定期的な更新が行えるように留意
が必要である

サインの表示手法について
は引き続き検討します。

3５3 どこの部署に行きたいか色分けして、それをたどっていけるようにすればよいのでは。

3５４ コントラストや輝度といった弱視の方の見やすさにも配慮してほしい。

3５５ 誘導用ブロックは途中で途切れないように。

3５６ 階段にも誘導ブロックがあるとよい。

3５７ 設置動線はよく検討してほしい。

3５８ 点字ブロックが切れないように。

3５９
誘導用ブロックは動線の交錯を避け、できるだけまっすぐに進めるようにしてほしい。
点字を使用しない視覚障害者には音声案内が必要。

3６０
視覚障害者が総合案内窓口にたどり着けるように誘導用ブロック・音声案内を設置し
てほしい。

まちづくりの観点から、近
隣の事業者とも協議してい
きます。

外国語の併記を必要に応じ
て検討します。

音声案内やサイン表示等の
設備により、円滑な誘導に
配慮します。

誘導用ブロックはできるだ
け分かりやすい経路・色・形
状とすることで利用しやす
さに配慮します。

1４
視覚障害者
誘導用ブロック

13 表示
（点字・サイン計画）

3
9



Ｎo. ご意見の主旨 区の考え方 素案における該当項目

3６1
誘導用ブロックの上に意識せず立つ人がいるのでブロックが目立つように工夫しても
らいたい。

3６2 誘導用ブロックの設置など障害のある方にとって便利な区役所であってほしい。

3６3 雨天時に滑らない素材にしてほしい。

3６４ 地震等災害に対応できる誘導ブロックが必要。

3６５ 誘導用ブロックだけでなく、いろいろな誘導方法で案内できるとよい。
音声案内や誘導用ブロック
等の設備により、利用しや
すさに配慮します。

3６６ 誘導用ブロックに歩きにくさを感じることがある。

3６７ 誘導用ブロックに躓くことがある。

3６８ 電車で来る人もいるので、駅からの点字ブロックによる案内を希望する。
まちづくりの観点から、鉄
道事業者や隣接地事業者と
も協議してまいります。

3６９ 災害時に使えるトイレの設置を検討してほしい。
災害時にも使えるトイレを
検討します。

3７０ 災害時や緊急時のアナウンスの伝達が、聴こえる難聴者に向けての対策が見えない。

3７1
緊急時に視覚・聴覚障害者がわかるように音声・電光パネル表示を使って何が起きて
いるのかをお知らせできるように

緊急時の対応として、音だ
けでなく、視覚的にも異常
を伝える装置を導入しま
す。

1５
緊急時対応

視覚に障害のある方が円滑
に通行できるために必要な
形状を検討します。

誘導用ブロックはできるだ
け分かりやすい経路・色・形
状とすることで利用しやす
さに配慮します。

1４
視覚障害者
誘導用ブロック

4
0



建物概要・外観計画

※1：計画概要は、基本設計中間段階（令和6（2024）年1月）のものであり、今後の設計や行政協議等の進捗に応じて変更が生じます。

※2：本資料は、令和5（2023）年3月7日付ＪＲ東日本着工プレスリリース掲載資料を加工したものであり、 計画は今後の関係者各署の
協議や設計の深度化によって、変更となる可能性があります。

※3：新庁舎建物の色合いや緑化範囲等は今後調整の上決定します。

断面構成図（A-A´断面）

敷地面積 8,341.08㎡

用途地域 第一種住居地域

容積率
200%
(都市計画手法活用により約600％)

建蔽率
60％
(敷地条件と耐火性能により80％)

延床面積
(容積対象面積)

約61,000㎡
(約50,000㎡)

構造
鉄骨造（地下部はSRC造、RC造）
免震構造

高さ
約61.5m
(屋上設備など設置箇所は約70m超)

階数 地上14階 地下2階

用途 行政機能、区民交流スペース、駐車場

計画概要（※1）

暫定イメージ（※3）

しながわ
中央公園

業務機能
住宅機能

宿泊機能補助
163号

大井町駅

駐車場駐車場

行政機能

駐車場

店舗 店舗

配置図（※2）

北側駅前広場

将来整備

しながわ
中央公園

広場1号

業務機能

宿泊・住宅機能

補助26号線

地区計画区域 計画地凡例

計画地
（B-1地区）

品川区新総合庁舎

補
助
1
6
3
号

A

A´

行政機能
区民交流スペース

将来整備

別紙３

大井町駅



建物概要・外観計画

広町地区全体外観イメージ（南面）（※4,※5）

※4：本資料は、令和5（2023）年3月7日付ＪＲ東日本着工プレスリリース掲載資料を加工したものであり、 計画は今後の関係者各署の
協議や設計の深度化によって、変更となる可能性があります。

※5：新庁舎建物の色合いや緑化範囲等は今後調整の上決定します。



 

 

 

庁舎跡地等の活用に向けた検討状況について 

  

 

 庁舎跡地等の活用を検討するため、以下のとおり「第３回 品川区庁舎跡地等

活用検討委員会」を開催した。 

 

 

１．日 時  令和６年１月１２日（金）午後２時～４時 

 

２．場 所  品川区役所 議会棟６階 第一委員会室 

 

３．主な内容 

 （１）第２回検討委員会議事要旨の確認 

（２）説明および審議             【資料１】 

 

４．その他 

  ・令和６年３月２８日 第４回開催予定 

   内容：区民アンケートの実施結果について 

      庁舎跡地活用の基本的考え方 

      想定される導入機能および導入手法の整理 

行財政改革特別委員会資料 
令 和 ６ 年 １ 月 ２ ３ 日 
総 務 部 新 庁 舎 整 備 課 



第３回

品川区庁舎跡地等活用検討委員会

資料１
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 スポーツの大会
 各地から来やすい場所
 外の人に利用してもらう
 観光的価値はあきらめない。外

国人は意外なことに関心をも
つ

 床代をおさえてコミュニティカ
フェを開設してもらい交流拠点
とする

 大井町外からの訪問者を呼べ
るモノ

 大井町の歴史をトレースできる
もの

 アート空間
 品川区のシンボル
 町会員の希望として高齢者の

会合が出来る場所が欲しい
 防災（下神明は危ないエリア）

１ 第２回検討委員会意見の整理

2第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

 集客
 子ども、高齢者ではなく、若い方のため

の居場所
 世代間の交流を生む交差点のようなモ

ノとは？
 子育て交流
 にぎわい
 集える場所
 いこいの場
 緑の多いいこいの森
 楽しみ
 安らぎ

活用のテーマ
（活用によって何を叶えたいか）

 広い土地
 短いスパンで建物を建てかえる、神社

みたいに
 建物は1つ大きな公園、建物がなければ

お金がかからないのでは
 ファシリテーターを置く
 子ども、女性の視点をカバー
 お金を落としてもらいやすい施設と

は？
 JR開発部分とかぶらない
 民間→収益 公共→利便性 バランス
 民間にある程度まかせる
 時代に合ったやり方
 複合的機能をコーディネートする人と

場
 “今“変えることをチャンスにできるアイ

ディア
 災害対応 支援物資 施設場所

活用にあたって重視する視点
（活用にあたって何に留意するか）

活用コンセプト
（活用テーマをどのような
切り口で実現するか）

 フリースクール（学校復帰を目
指さない）

 コミュニティランチ、ディナーの
できる施設（交流）

 産後ケア施設
 母親の為のゆっくり休めるホテ

ル
 シェアできる農園
 ホール（きゅりあんでは足りな

い）
 遊び場
 産業コンベンションホール
 武道館
 音楽ホール、バレエ、オペラ対応、

ゆうぽうと型
 音楽ホール
 エンゲキ専門ホール
 スタジアム・ドーム・アリーナ
 eスポーツスタジアム
 にぎわい創出、プロスポーツ、

アリーナ
 コンサート会場が欲しい
 大井地域に映画館が無いので

シネマコンプレックスが欲しい
 美術館などの文化的施設
 プレイパーク（冒険広場）プレイ

ワーカーのいる

導入機能
（活用コンセプトをどのよ
うに具体化するか）

その他討議テーマ

（１）得られた意見（各グループの討議成果）（1/3)
①グループ

 道路がせまい
 大井町駅が近い

特徴・課題等



１ 第２回検討委員会意見の整理

3第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

 新庁舎にはない文化的なにぎわい
 世代をこえて話せる
 国際交流
 子育てに優しい街に
 交流サロン多世代
 若者文化が発信できる地域
 多世代交流施設
 高齢者にわかりやすいやさしい街
 昼夜問わず安全安心の街並み
 週末のたのしみ

 跡地は、、中央公園 ヘリポート公園含
めた全体の活用

 お金がもうかる
 安い施設
 余白遊び
 古い商店街は大切にしたい
 官民複合開発のメリット
 世話焼きおじさんおばさんがいる
 文化を深掘りする
 ワークショップの結果「文化」という文

語が多く一定のニーズがある
 品川の歴史を知る
 ごちゃごちゃでいいのでは
 跡地周辺のコミュニティが活発なので

維持して欲しい
 イメージはエコルとごし（建物の）
 開発のしすぎもいかがなものか
 多言語多対応
 無料で座れる場所ほしい
 すわれる

 医療機関の統一
 買物難民の解消
 ママ向け講座
 子どものリアル自然体験
 家族で体験できる自然工作
 子どもがたくさんいる
 子どもがボールであそべる
 子どもがリアルな文化に触れる
 （難しいけれど）シンボルとなる

もの
 防災の拠り所

 スポーツできる場所
 児童センターの統括館
 日本語教室
 Medical・医療クリニック・ワクチ

ン接種センター・ユースクリニック
 Education・フリースクール・医

療・学習サポート・図書室、資料
室・サイエンスラボ

 大井文化センター作って欲しい
 コミュニティカフェ
 Well-being・産前、産後ケア・デ

イケア・福祉・SRHRセンター
 Food ・子ども食堂・赤ちゃんカ

フェ・「食」と「農」（食育）
 Sports・体育館・グランド・バッ

ティングセンター
 イスを多く用意して欲しい
 フリースペース不登校
 買い物をして後は休める
 だれでも休める
 コミュニティバスの充実
 歩いて用が足せるお店
 公園

（１）得られた意見（各グループの討議成果）（2/3)
②グループ

活用のテーマ
（活用によって何を叶えたいか）

活用にあたって重視する視点
（活用にあたって何に留意するか）

活用コンセプト
（活用テーマをどのような
切り口で実現するか）

導入機能
（活用コンセプトをどのよ
うに具体化するか）

その他討議テーマ

 芝生にはさまれた土地
 近くのきゅりあんは指定管理者

のもと運営なので使用料が高
い

 空港が近い外国人多い
 道路や広場の段差
 下神明から歩いてこれる
 （意外と）学生が多く住んでる
 インフラがキャパオーバー
 音楽、ダンスの子供の練習場不

足
 音楽教室が不足している（大井

地区）

特徴・課題等



１ 第２回検討委員会意見の整理

4第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

 用がなくても行きたい街
 近隣の区民が是非とも行きたいところ
 子どもが楽しめる街
 誇りのもてる街
 ここにしかないもの、人などがある街
 また訪れたくなる街
 だれもが行って楽しめる街
 いろいろな世代 人と交流できる街
 子育て・無料で遊べる・交流・散歩
 SDGsを実現できる街
 安心安全な街
 緑を感じられる街

（１）得られた意見（各グループの討議成果）（3/3)

 施設の財政面
 歴史・品川の特徴
 お金がかからない場所

 和太鼓・文化継承・教育・イ
ベント

 ワークショップ多様
 教育サポート団体
 在宅ワーク支援
 お金について学べる場所
 安全な親子で楽しめる施設
 子どもが夜でも行きたい

行ける処

 シネコン近場で１日遊べる
商業施設

 多機能公園
 プロスポーツ体育館
 緑のある街、建物

③グループ

活用のテーマ
（活用によって何を叶えたいか）

活用にあたって重視する視点
（活用にあたって何に留意するか）

活用コンセプト
（活用テーマをどのような
切り口で実現するか）

導入機能
（活用コンセプトをどのよ
うに具体化するか）

その他討議テーマ

 「大井町」から名前をかえた
ら

特徴・課題等



5第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

１ 第２回検討委員会意見の整理

分類 キーワード 主な意見

にぎわい・魅力の創
出・発信

特徴の創出
• 品川区のシンボル、ここにしかないもの
• 誇りのもてる街、SDGｓを実現できる街

にぎわいの創出
• 週末の楽しみ
• 地域外からも人が集まる、用がなくても行きたくなる

交流の促進

多世代交流の促進 • 世代を超えて話せる、多世代交流、

区民交流の促進 • 区内の団体同士の交流、集える場所

国際交流の促進 • 国際交流

区民活動の活性化 文化活動の活性化 • 歴史をトレースできるもの、文化的な楽しみ

生活環境の向上

子育て環境の充実
• 子どもがたくさんいる、子育てに優しい街
• 子どもが楽しめる街

若者が過ごしやすい
環境の整備

• 若者のための居場所、若者の文化の発信

福祉の充実 • 高齢者も障害者も過ごしやすい街
安心安全の確保 • 昼夜問わず安全安心の街並み

憩う場の充実 みどりの充実 • 緑の多いいこいの森、緑を感じられる街

（２）総括（1/2）
〇活用のテーマ：活用によって何を叶えたいか



6

分類 項目 主な意見

事業持続性の
確保

多様な用途と柔軟な使い方
• 開発のしすぎもいかがなものか、安らげる空間の整
備、時代にあったやり方

更新を続けられる
• 余白を残した開発
• 短いスパンで用途が変えられる施設の設置

地域特性を
活かす

地域の個性や文化への配慮 • 文化を深掘し検討、古い商店街の維持

一体的な
まちづくり

面的なまちづくりへの寄与
• JRの開発との差別化、中央公園も含めた一体的な活
用

災害対応力の強化 • 災害対応力の向上、防災の拠り所となる施設の設置

協働して
実践する

民間ノウハウの活用
• 民間にある程度任せる、官民複合開発のメリットを
検討

区民の参加
• プレイワーカー（公共施設の運営に関わる区民）の
設置

区民負担の
軽減

財政負担の軽減
• 建物ではなく広場を設置
• お金を稼げる施設を設置、施設の財政面の検討

気軽に利用できる • 安い施設・無料で過ごせる施設の設置

第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

１ 第２回検討委員会意見の整理

（２）総括（2/2）
〇活用にあたって重視する視点：活用にあたって何に留意するか



２ 第２回ワークショップの実施結果

7

(１) 開催概要

①日時・場所等

②当日のプログラム

①グループ ②グループ

日時 11月12日（日）10:00～12:00 11月16日（木）18:00～20:00

場所 品川区役所第二庁舎5階251会議室 品川区役所第二庁舎6階261会議室

参加者数 11名（３班） 12名（３班）

項目 内容

事前情報の共有 第１回ワークショップ内容の共有等

グループ討議 テーマ：ありたい場所とはどのような場所か？、どのように過ごしたいか？
①活用イメージ（にぎわう場所、交流しやすい・誰もが過ごしやすい場所、特
徴がある場所）ごとに分かれて、それぞれ議論
②違う活用テーマのテーブルに移り、気づきや発見を得る
③最初の活用イメージのテーブルに戻り、意見の深掘を行う

まとめ ワークショップ全体のまとめ・講評

第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会
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(２) 得られた意見（各グループの討議成果）（1/6）

第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

憩う・くつろぐ

つながる・交わる

集う・巡る・遊ぶ・み
る・発信する

体験する・学ぶ
つくる・発表する・育む

暮らす・働く

 ストリート
 PR・情報発信
 多様な使い方
 人の流出をどう作るか？
 現在保健所に登録されてい

る犬は3万頭、その人たちに
切望されてよいドッグラン
の新設

 遊び場
 巡る都市
 近隣住民にとってにぎわう
 品川らしいイベントおまつり
 参加したくなる様なスポット

紹介
 Station とPlaceを結ぶ

回路
 商店街の充実
 区外なのか区内から来ても

らう
 森の中での・ジャズフェス

タ・音楽会
 スポーツ、文化芸術発信地
 スケボーなどできる場所
 高齢者、子供だけでなく誰

もがいこえるエネルギーが
発散させることが出来る場
所造り

 居場所、就労場所など
 若者、子どもの居場所
 ぼーっとできる場所
 個人カフェも入れるよう

に

 高齢者デー キッズデー
 悲しみを受け取れる場所
 シルバーによる支援
 障害者、高齢者が利用し

やすい
 経済面、柔軟に使いやす

い
 残して使いやすくする（新

しくするだけではない）
 生活介護、余暇活動ショー

トステイ
 公園は手を入れすぎず自

然を楽しむ場に
 緑、樹木の多い場所
 旧庁舎の活用子どもに若

者に高齢者に障害者に
NPOにイベントに

 建物をたてるのではなく
畑や緑地に

 アーティストのアトリエ、工
場

 区内から地元から活動
 障がい者も誰もが自由に

活動、発表

その他留意事項

 デザイン段階から意見をきく
 東急線の改札増設
 バスなど交流の本数確保
 ライドシェア乗合いタクシー
 道路まで含めた計画（特に南

北）
 シブヤみたいになりたくない、

にぎあわなくていい
 地価が上がると、個人商店が

なくなり、チェーン店ばか
り、、、

 車の入らない楽しい歩道
 地価や家賃が高くなるのが

真によいことか？
 路面電車介助なしで乗れる
 家賃が安く利用できる
 大井町から西大井までのアク

セス
 交通の便も◯に
 小汚い感じOK！
 専門の場所ではないスペー

ス
 中小企業センター使い勝手よ

く（自由度）
 利用者目線で
 禁止事項は最小限の場所に

①グループ（11/12）

テーマA：「にぎわう場所」とは、どのようなイメージか？どのように過ごしたいか？
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(２) 得られた意見（各グループの討議成果）（2/6）

第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

憩う・くつろぐ

つながる・交わる

集う・巡る・遊ぶ・み
る・発信する

暮らす・働く

 活動の情報発信
 住んでる大井町らしく
 また行きたくなる町 目的

を持つし来るだけでなく
自然に足が向くようなま
ちづくり

 飲食だけに限らず物販が
多いと良いと思います。

 個人商店ブラブラできる
 ドッグラン的なところ
 イベント ワークショップ
 まちの歴史
 交流の場として、文化の発

信アートの展示等の場が
ほしい

 誰もが集える場
 誰もを集える場にするに

はサポートが必須

 ゆったり過ごせるような
スペース広々した公園を
在続して

 目的なく行けるいれる
 すごしやすい 涼しい、暖

かい

 同じものを見る
 相談機能
 交流のイメージとして飲食

の場を設置
 交流の場として宿泊施設

がほしい

 誰でも使える
 福祉施設が少ないので、

計画的に中に入れてほし
い、障害者施設、保育園、
高齢者施設

 特老など順番待ち安心し
て入居など

 安心して子育てできる公
営住宅

 ペットと共存しやすいまち
づくり

①グループ（11/12）

テーマB：「交流しやすい・誰もが過ごしやすい場所」とは、どのようなイメージか？どのように過ごしたいか？

体験する・学ぶ
つくる・発表する・育む

 アクセシビリティの向上、
ここに至る情報発信、交通
（モビリティ）

 民間に丸投げではなく地
域の団体をつかう

 安価に誰でも
 誰もが利用できるコミュ

ニティバス
 トラムモビリティ
 区の施設を結ぶミニバス
 系統はあるがコミュニティ

バスの利便性
 前面道路の設備
 バスは不便、自転車は坂

がツラい
 建設のデザインから誰も

を含める
 集客に寄りすぎない
 誰もの中には障害者のあ

る方をも含める 広大な緑を増やすLondon
のCommonを創造する

 "中央公園は残したいグラン
ドを解放して活用“

 低料金で活動できるように
部屋がほしい

 残すものは残す
 駅前開発地区との住み分け

（→特徴になる）

 日本の伝統文化である、
お正月にはたこあげ、はね
つき、こままわしができる
公園

 人手不足解消のため実験
 人を育てる
 公共側では実験
 ある物を活用する次世代

に残すレガシーとしてふさ
わしい、古い建物を市民
活動の拠点として活用（ア
メリカNPO,BLDG）

 住民活動の余白を作る
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(２) 得られた意見（各グループの討議成果）（3/6）

第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

憩う・くつろぐ

つながる・交わる

集う・巡る・遊ぶ・み
る・発信する

体験する・学ぶ
つくる・発表する・育む

暮らす・働く

 季節感
 お祭り
 ミニ植物園
 薬草園
 区民情報活動発信
 野外ステージ
 通りすがりの人が見えて
 歩いて発見する
 見える化 Openにする
 アクティビティ
 散策
 ゲーム
 オープンエアーの小さな

美術館（身近な所で芸術
に触れることができる街）

 芸術
 ホール
 小規模美術館
 ミニシアター
 アウトプットの場
 子どもが遊べる空間

 個人
 気軽に集える
 おしゃべり
 バリアフリーのコミュニ

ティーカフェ 誰でもOK
 個人のカフェ

 ゆりかごからお年寄り、障
害者もみんなで使い、交
流

 多世代交流
 子供食堂
 人と人とのつながり
 区民多世代
 それぞれの地域の拠点
 他の場所とのつながり
 区民の活動をつなげる

 緑の道を歩いて
 誰でも使える
 きがるにつかえる場所
 安心安全に障害、子ども、

高齢者参加
 ボランティア→仕事にな

る
 教育×仕事

 歴史を学べる館
 工房・実験室
 夢を実現
 小さなスペース
 チャレンジできる
 創作的（クリエイティブ）な

活動
 実験ができる場所
 楽器
 ダンス
 音楽・楽器・合唱
 クリエイティブを発揮・実

験
 創業支援センターとのコ

ラボ
 品川区民パワー発出
 街の中で様々な活動を誰

でも楽しんでいるが、発表
の場がない

その他留意事項

 アクセス
 1階ホールと広場の繋がり
 路面電車のある町 大崎

とのつながり
 無料
 無料で使える場所
 アリーナは区民負担が大

きいのでいらない
 オープンな場所
 既存の建物を活かし有効

活用する
 フレキシブル
 品川区のシナジー
 元施設の再活用
 複数の機能が点在
 特徴がないことが特徴？
 「障害」などあるからこそ

施設は利便性あるところ
に

 中央公園はそのまま残し
てほしい

 緑が多い場所
 バリアフリー
 平屋
 緑
 外を感じられる

①グループ（11/12）

テーマC：「特徴がある場所」とは、どのようなイメージか？どのように過ごしたいか？
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(２) 得られた意見（各グループの討議成果）（4/6）

第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

憩う・くつろぐ

つながる・交わる

集う・巡る・遊ぶ・み
る・発信する

体験する・学ぶ
つくる・発表する・育む

暮らす・働く

 散歩コースをつくる
 スタンプラリー
 ハード（建物）、ハコモノが

なくてもできるコト沢山あ
る

 イベントホール（いろんな
NPOが利用できる） 屋
外、屋内

 いろんなお店が変わる変
わる入るスペース

 若者が来てくれる場所
 楽市楽座のような
 楽しそうなものが見える
 SNSで発信
 農家の直売所
 キッチンカー
 電車でも来たくなる場所
 羽田空港からの人を呼び

込む（ホテル）
 ハブになって商店街へ

 部屋が沢山あるイメージ
ではない

 カフェがほしい。ログハウ
ス調とか

 活動が交差する場
 描いた絵を見てもらう場

所（ギャラリーなど）
 自分の絵や小物を販売
 フリーマーケット
 外から来た人をどう受け

入れるか

 障害者が作る場所
 いろんな立場の人が過ご

せる場所

 いろんなことをしている
人（品川に縁がある人）

 新しい取り組みにチャレン
ジできる場所

 挑戦できる
 和の体験をつくる
 和の文化
 着物を着る機会
 お試し行事 サブスク

その他留意事項

 エリアでまとまったイメー
ジをつくる

 歩く道 走る道
 バスの確保（無料）
 羽田からのアクセス
 フレキシブル オープンな

場所
 ベンチ
 チェーン店ではないもの
 大崎・五反田にはないも

のがある

②グループ（11/16）

テーマA：「にぎわう場所」とは、どのようなイメージか？どのように過ごしたいか？
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(２) 得られた意見（各グループの討議成果）（5/6）

第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

憩う・くつろぐ集う・巡る・遊ぶ・み
る・発信する

 お祭り
 外から見えるオープンス

ペース
 活動が見える
 イベント・お祭り
 こんなイベントやって

る！っていう広告
 忍者修行
 雨でも楽しめる
 昔あそびとニュースポーツ
 用がなくても立ち寄れる

場所
 通り過ぎるのではなく、滞

在できる場
 障害を持っている人が集

まれる場所を知らない
 テーマ毎に集まれる場所
 どこでも運動場（渋谷区）
 子どもの遊び場
 プレイワーカー
 世代をこえて遊べるツー

ル

 自然体で居られる場所
 堅苦しくない自由な場所
 座れるスペース

暮らす・働く

体験する・学ぶ
つくる・発表する・育む

 親子でスポーツ スポーツ
教室

 楽器 フリーな
 来たその日に参加できる
 集中して勉強できる場所
 参画意識 人材育成
 学生ボランティア
 学生や若い世代を呼び込

むだけでなく運営する側

その他留意事項

 無料の体験
 再開発との住み分け
 目新しさ
 暫定利用 旧庁舎・学校跡
 収益や参画する仕組み
 インセンティブの付与

②グループ（11/16）

テーマB：「交流しやすい・誰もが過ごしやすい場所」とは、どのようなイメージか？どのように過ごしたいか？

つながる・交わる

 多世代交流 アリーナ
 元々の住民との交流
 子育て世代で交流
 同じ属性の方と交流
 教えてもらえる
 上司が部下と語って飲む機

会が減った
 若い人は若い人達で集まる

傾向がある
 年配の人が集うスナック文

化がすたれつつある
 世代別それぞれが望む交流

を
 自然に会話が生まれるしか

け
 家族以外と交流できる
 音楽のセッションが生まれる
 交流を生むきっかけ

 団体同士 団体と区民 つ
ながり

 交流できるボランティアセ
ンター

 マルシェクラフト市（区民
の手作り）

 NPO市民団体の交流ス
ペース

 情報交換 ミーティングス
ペース

 NPO同士の交流 プレイ
ヤー同士の交流

 新しい居住者も来やすい
 安心・安全を維持
 障害者と一緒に
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(２) 得られた意見（各グループの討議成果）（6/6）

第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

憩う・くつろぐ

つながる・交わる集う・巡る・遊ぶ・
みる・発信する

体験する・学ぶ
つくる・発表する・育む

暮らす・働く

 シンボルになる公園
 見えやすい場所にする
 楽しい工夫
 区役所のある街→他とは

ちがう楽しむ場所に
 自転車のスタート地点
 お店とタッグ
 イベントホールを奥につく

る
 巡るルートを
 なぞとき
 街全体を歩ける（開発エリ

ア）
 イベント
 区内外の人が使える
 プレイパーク
 遊び（ゲーム以外）
 科学館→子供が来る
 楽しい区役所
 飲み屋の街
 ゆうえんち
 ハンドメイドを売れるとこ

ろ
 マルシェ
 職人が集まる
 集い

 飲食できる

 活動団体の横のつながり
 オープン→交わる
 コミュニティ・オープンス

ペース
 多世代で楽しめる体験
 中の人も外の人も楽しめ

る
 コミュニティが作れる
 違うことを考えている人

が気軽に夢を語れるよう
な環境

 色々な立場のかけ算（住
民・企業・学校など）

 自然
 誰でも使えるスペース

 ボルタリング
 「やりたい」からはじまる
 アトリウム
 文化→アート
 たいこ
 和の文化
 何かを生み出す場所
 チャレンジできるまち
 みんがで考えたことを試

せるラボ
 「考えること」×「動くこと」
 新しいことをやりたい人

がとりあえず集まる場所
 チャレンジ
 音を気にせず使える
 アウトドアの体験
 担い手
 宿泊者向けの体験
 校外学習
 防災体験→学習
 防災イベント
 体験型学習

その他留意事項

 理由づけ
 クレーム対策
 "公園と建物 一体的に運

用リビングラボ“
 （多様性）いろんな立場の

かけ算
 木の種類を多く
 木を大切に（→法的）
 シェアでききる場所
 あえて特徴がない（何でも

フィット）
 特徴がない？
 「何もない」ことを活かす
 都市部で貴重な大きな公

園を活かす
 特徴がない？

②グループ（11/16）

テーマC：「特徴がある場所」とは、どのようなイメージか？どのように過ごしたいか？

 ウォーキング＋ランニング
コース

 従来のまちらしさ
 見たり体験したり
 街歩き
 品川を発信



２ 第２回ワークショップの実施結果

(３) 総括

14第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

憩う場の充実

居場所・憩う場の創出

活用によって何を叶えたいか

交流・連携の促進

区民交流の促進

多世代交流の促進

地域間交流の促進

にぎわい・魅力の創出・発信

地域の魅力発信

にぎわいの創出

区民活動の活性化

チャレンジできる場の創出

文化芸術・スポーツ活動の促進

生活環境の向上

福祉・子育環境の充実

良好な生活環境の形成

どのような場所・使われ方か
どのように過ごしたいか

防災イベントを開催する

自然を楽しむ

活動団体同士や産学で交流する

親子スポーツ教室に参加する

世代を超えて遊ぶ

新しいことにチャレンジする

ゆったり過ごす

緑を残す・増やす

考えたことを試す・実験する

子どもが遊ぶ

誰もが憩う

文化芸術・スポーツを発信する

体験学習を行う

創作物を展示・販売する

食やフリーマーケットを楽しむ

お祭りやイベントに参加する

アート等の活動を発表する

安心・安全を維持する

和の文化をつくる・体験する

街全体を歩く・巡る

安心して暮らす

地域の魅力等を発信する

創作活動を行う

伝統行事を開催する

憩う・くつろ
ぐ

つながる・交
わる

集う・巡る・
遊ぶ・みる・
発信する

体験する・
学ぶ・つくる・
発表する・
育む

暮らす・働く

ありたい場所

にぎわう場所

交流しやすい
場所

特徴がある場所

誰もが過ごし
やすい場所

（ワークショップの意見を分類・整理） (活用のテーマ案として整理)

関
連
す
る
も
の
を
集
約

安全安心・憩う場の充実

産学連携・産業間交流の促進
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目的

品川区役所現庁舎跡地等の活用に関して、関連する実績・知見を有する民間事業者との
対話を通じて、庁舎跡地等の利活用イメージや周辺地域への波及効果に関する意見や参
画意向等を把握することで、庁舎跡地等における活用の方向性検討にあたっての参考と
する

主な確認事項

（１） 利活用イメージ
（導入が想定される民間施設の用途、利活用対象範囲、事業スケジュール）

（２） その他
・土地建物の取り扱い（土地の権利形態、既存建物の取り扱い）
・周辺地区および品川区全体への波及効果

・品川区への要望事項
（相乗効果が期待できる公共施設、都市計画の進め方、開発コンセプトや導入用途、その他要望事項）

・参加意向等（現時点の参画意向、参画にあたり障害となる事項等）

調査
スケジュール

実施要領の公表 令和５年９月15日（金）
参加申し込み 令和５年９月15日（金）～10月５日（木）
回答シートの提出 令和５年10月19日（木）
対話の実施 令和５年10月30日（月）～11月7日（火） *一部11月16日に実施

参加申し込み
事業者 計16者（不動産事業者、建設事業者 等）

(１) 実施概要



３ 対話型市場調査の実施結果
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①利活用イメージ

〇土地建物の扱い
・購入が望ましい または 購入・借地のどちらでも良いとの意見が多かった
・既存建物は、解体が望ましいという意見が多かった

〇民間施設と一体的に導入することが期待される公共機能
・スポーツ施設やコミュニティ施設、子育て支援施設等が挙げられた。

〇参画意向等
・「主要メンバーとして参画を検討」「事業条件次第で参画を検討」とする者が大半であり、参画に前向きな事業者が

多いことが確認された。

(２) 主な意見等

②その他

〇導入が想定される民間施設の用途

「居住施設」、「商業施設」、「業務施設」、「スポーツ施設」、「文化施設」、

「宿泊施設」、「健康・医療施設」、「高齢者福祉施設」、「子育て支援施設」、

「駐車場」など



• 多世代交流の促進
• 区民交流の促進
• 地域間交流の促進
• 国際交流の促進
• 産学連携の促進
• 産業間交流の活性化

第２回検討委員会における意見やワークショップの実施結果を踏まえると、活用のテーマの要素として、
以下のものが挙げられる。

• 居場所・憩う場の創出
• みどりの充実

４ 活用の基本的考え方（案）

17第３回 品川区庁舎跡地等活用検討委員会

• 安全で安心できるまちづくり
• 良好な生活環境の形成
• 子育て環境の充実
• 若者が過ごしやすい環境の整備
• 福祉の充実

• 文化芸術活動の促進
• スポーツ活動の促進
• チャレンジできる場の創出
• 文化活動の活性化

• にぎわいの創出
• 特徴の創出
• 地域の魅力発信

区民活動の
活性化

～体験する・学ぶ・つくる・

発表する・育む～

にぎわい・
魅力の
創出・発信

～集う・巡る・遊ぶ・

みる・発信する～

生活環境の向上
～暮らす・働く～

交流・連携の促進
～つながる・交わる～

憩いの充実
～憩う・くつろぐ～

(１) 活用のテーマ



４ 活用の基本的考え方（案）
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活用にあたって重視する視点主な意見

持続可能な運営が
できる

多様な用途と柔軟な使い方ができる

時代の変化に応じて更新を続ける

長期的視点に立った計画

協働して
実践する

民間のノウハウを活用する

区民の参加による運営を行う

地域の特性を
活かす

地域の個性や文化に配慮する

地元店舗等と連携する

区民負担を
軽減する

新庁舎整備に際する財政負担を軽減する

区民が安心して気軽に利用できる

エリアの個性や特性を活かした一体的な開発の促進

JRの開発との差別化

30年・40年後までの長期的視点

余白を残した開発

区民ニーズと収支のバランス

短いスパンで用途が変えられる施設の設置

官民複合開発のメリットを検討

プレイワーカー（公共施設運営に関わる区民）の設置

箱だけでなく機能や仕組みなどの形のないもの

文化の継承

跡地活用と新庁舎整備のバランス・機能分担

個性ある商店街の維持

区内既存施設との連携

安い施設・無料で過ごせる施設の設置

お金を生む施設を設置

建設コストを抑える

既存施設と連携したまちづくり

面的なまちづくりへの寄与
周辺と一体的に
まちをつくる

第２回検討委員会における意見を踏まえると、活用にあたって重視する視点として、

以下のものが挙げられる。

(２) 活用にあたって重視する視点

災害対応力の強化

災害対応力の向上



５ 区民アンケートの実施概要
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(１) 調査目的
・考えられる活用のテーマや活用にあたって重視する視点について、複数の選択肢を示した上で、

区民の意向を把握し、活用の基本的な考え方のとりまとめにあたっての参考とする。

・令和６年１～２月

(２）調査時期

・満１８歳以上の区内在住者の方から

無作為で２，５００名抽出

(３）調査対象者

①配布・回収方法

・多様な属性の区民に協力していただけやすいよう、オンラインによる回答も想定し、

URLやQRコードを掲載した調査票を郵送により配布した上で、Web上での入力フォーム等を活用

・調査目的や得られた回答の活用方法等を冒頭に明示し、専門用語等を避けた平易な文章で表現

②主な設問

・５～10分程度で回答できることを想定し、可能な限り数を絞った形で設定する

・選択回答形式を中心に構成し、選択肢に漏れや重複がなく、かつ違いが明確になるように留意する

(４）調査内容

大項目 中項目

問１．回答者の属性 ・年代、職業、居住地、現庁舎敷地や中央公園周辺の訪問頻度 等

問２．活用の方向性
・活用のテーマ（案）として掲げている項目の重要度について

・活用にあたって重視する視点（案）として掲げている項目の重要度について

問３．その他 ・自由意見


